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サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
格

|
|
生
産
的
労
働
論
争
批
判

i
!

橋

本

要主

本
稿
は
、
ざ
き
に
生
産
的
労
働
論
争
に
つ
い
て
の
私
見
を
ま
と
め
た
「
サ
1
ヴ
ィ
九
労
働
と
生
産
的
労
働
」

(
久
川
教
授
退
賞
記
念
論

文
集
「
保
険
の
近
代
位
と
社
会
位
」
所
収
予
定
〉
の
統
稿
を
た
す
も
の
で
あ
る
。

、
山
稿
に
お
い
て
、
生
産
的
労
働
問
題
を
如
何
に
埋
解
す
ベ

き
か
に
つ
い
て
、
不
十
分
な
が
ら
、
私
た
り

ω
結
論
を
示
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
結
論
に
立
っ
て
、
従
来
臼
論
争
の
主
な
論
点
に
つ
い

て
批
判
を
加
え
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か

L
、
次
の
こ
と
を
予
め
治
断
り
し
て
治
か
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
υ

第
一
に
、
生
崖
的
労
働
論
争
は
極
め
て
市
液
な
論
議
が
拶
し

い
論
者
に
よ
っ
て
沿
こ
な
わ
れ

τき
た
が
、
己
こ
で
の
論
争
批
判
は
最
も
主
要
た
若
干
の
論
点
に
以
b
れ
て
い
る
。
特
に
学
説
史
的
研

わ
れ
わ
れ
の
関
心
は
商
業
労
働
に
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
論
争

ω性
質
上
商
業
労
働
に
限
ら
ず
、
広
く
サ

l
ヴ
ィ
ス
労
働
と
し
て
把
握
し
、
表
現
す
る
こ
と
に
し
た
。
第
三
に
、

こ
と
で
は
一
切
除
外
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、

究
の
問
山
田
は
極
め
て
重
要
と
思
わ
れ
る
が
、

本
稿
は
、
論
争
批
判
心
"
が
を
展
附
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
批
判
の
前
提
と
た
る
前
稿
「
サ
l
ヴ
♂
ス
労
働
と
生
産
的
労
働
」
の
上
梓

旬

l
ヴ

f

ヌ
労
働
白
川
什
一
産
制
性
格

錦
九
十
二
巻

五

第
凹
号

四



サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
白
生
底
的
性
格

第
九
十
二
巻

子王

第
四
号

凹

が
遅
れ
る
の
で
、

一
応
別
稿
心
牛
産
的
労
働
問
題
に
つ
い
て
の
結
論
的
部
分
の
み
き
簡
単
に
要
約
し
て
、
本
稿
の
二
か
ら
四
ま
で
に
一
川

し
た
。
麗
め
て
不
十
分
た
論
許
抜
き
の
展
開
に
な
る
の
で
、
立
ち
入
っ
た
点
は
別
稿
タ
参
照
し

τ頂
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

ω
商
業
労
働
と
ザ
i
ヴ
ィ
ス
労
働
は
、
後
世
は
直
接
に
消
費
の
対
象
に
な
る
サ
1
ヴ
ィ
ス
を
生
み
附
す
が
、
前
者
は
そ
う
で
な
い
点
に
お
い
て
異
る

と
い
う
点
に
つ
い
て
森
下
数
度
よ
り
御
教
示
を
頂
い
た
。
し
か
し
、
両
者
と
も
、
そ
の
労
働
が
生
世
物
に
対
象
化
さ
れ
ず
使
用
価
値
も
価
値
を
生
み

出
さ
な
い
点
に
付
い
て
共
通
し
、
そ
の
ー
は
で
物
質
的
則
氏
を
生
障
す
る
労
働
と
対
立
ず
る
の
で
、
草
稿
で
は
一
応
立
入
っ
た
問
題
を
捨
卑
し
、
サ
ー

グ
ィ
ス
労
働
と
い
う
外
抵
の
広
い
概
念
の
下
に
一
括
し
て
論
か
進
め
た
い
。

周
知
の
上
う

r、
生
産
的
労
働
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
従
来
極
め
て
活
淡
丘
論
議
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
問
。
一
の
論
点
白
焦
点

は
、
要
す
る
に
、
サ
1
ヴ
ィ
ス
労
働
は
果
し
て
生
産
的
労
働
と
規
定
さ
れ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
ま
た
不
生
産
的
労
働
と
規
定
芦
一
れ
る

べ
き
か
と
h
う
論
点
で
あ
っ
た
。

こ
む
問
題
点
に
つ
h
て
の
結
論
は
、
大
き
く
一
一
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。
第
一
は
十

I
ヴ
ィ
ス
労
働
も
生
産
的
労
働
で
あ
る
ー
と
す
る
昆
解

で
あ
る
。
最
近
に
お
け
る
代
表
的
論
者
を
あ
げ
る
と
、
例
え
ば
、

I
・
R
・
ヒ
ッ
グ
ス
、
ー
・
ス
タ

γ
プ、

s
・
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
、

A
・

c-
ビ
グ

l
、
c
・
ク
ヲ

l
ク
た
ど
の
諸
説
全
蝿
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
の
こ
の
サ

1
ヴ
ィ
兄
労
働
U
生
産
的
労
働
説
は
、
主
と

し
て
プ
片
ジ
ョ
ア
経
済
学
あ
る
い
は
俗
流
経
済
学
と
呼
ば
れ
る
諸
説
に
み
ら
れ
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
論
は
、
例
え
ば
J
・

「
生
産
者
が
生
産
し
、
消
費
者
が
消
殺
す
る
も

ω
に
、
財
と
用
役
、
す
た
わ
ち
有
形
財
1r
無
形

R
・
ヒ
ヅ
グ

λ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

の
用
役
と
の
二
種
類
が
あ
あ

-
」

3
1
に
考
九
、
有
形
財
の
生
産
と
無
形
の
用
役
で
あ
る
サ

I
ヴ
f

ス
の
生
産
と
り
間
に
基
本
的
美
異
骨



認
め
な
い
所
論
で
あ
る
。

(
本
摘
は
こ
山
見
鮮
の
考
察
世
直
僚
の
対
象
と
す
る
も
り
で
は
な
い

J

第
二
は
、
サ

l
ヴ
ィ
ス
労
働
は
、
基
本
的
に
は
一
応
不
生
産
的
労
働
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
ロ
乙
れ
は
主
と
し
℃
マ
ル
グ
λ

経

済
学
者
に
よ
っ
て
凶
開
閉
さ
れ
て
い
φ
見
解
で
あ
る
。
こ
心
理
論
は
、
前
r
h

ぬ
げ
た
有
形
財
金
生
産
す
る
労
働
と
無
形
u
f
I
ウ
ィ
ス
主

生
産
す
也
労
働
と
を
同
一
視
す
る
理
論
と
は
基
本
的
に
異
ヮ
亡
い
る
。
し
か
し
な
が

b
、
同
じ
ょ
っ
に
労
働
側
位
説
を
前
提
と
し
な
が

ら
も
サ
I
ヴ
ィ
ス
労
働
白
性
格
を
め
く
っ
て
は
か
な
り
見
解

ω
相
共
が
み
ら
れ
、
諸
説
紛
々
と
し
℃
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
万
で
は
、

サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
は
飽
ま
で
も
不
生
産
的
労
働
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
他
万
で
は
、
サ
l
ワ
ィ
見
労
働
も
一
定

ω条
件
白
下
で
は
、

生
溢
的
労
働
で
あ
る
と
主
張
す
る
心
で
あ
る
ψ

そ
れ
で
は
、
何
故
に
こ
む
よ
う
に
見
解
か
分
か
れ
、
激
し
い
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
る
も

は 白
で
あ
ろ
う
か
。
端
的
に
云
う
な

b
ば
、
生
産
的
労
働

ω
規
定
に
一
つ
り
観
点
が
み
ら
れ
る
か

b
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
白
規
定

「
労
働
過
程
か

b
み
た
一
般
的
規
定
」
で
あ
り
、
第
二
の
規
定
は
「
資
本
家
的
生
産
の
k

ー
で
の
歴
史
的
規
定
」
で
あ
る
。
前
者
の

サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
l
不
生
践
的
労
働
説
は
、
王
と
し
て
第
一

ω
「
一
般
的
規
正
」
を
根
拠
に
し
、
後
者
の
サ
l
ヴ
ィ
兄
労
働

1
生
産
的

労
働
説
は
、
多
く
は
第
二
心
「
歴
史
的
規
定
」
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
行
論
の
関
係
で
先
ず
こ
の
二
つ
白
規
定
士
簡
単
に
掲
げ
れ
ば
次

白
如
く
で
あ
る
。

『
資
本
論
』
に
お
い
℃
は
、
第
一
巻
、
第
一
ニ
篇
第
五
一
早
「
労
働
過
程
と
価
値
増
姫
過
程
」
の
第
一
郎
、

「
労
働
過
程
一
般
」
士
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
次
の
如
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
全
過
程
を
そ
の
成
果
た
る
生
産
物
の
立
場
か
ら
考
察

す
る
た

b
ば
、
労
働
子
段
と
労
働
対
象
と
は
共
陀
生
産
手
段
と
し

τ現
象
し
、
そ
し
て
労
働
モ
の
も
の
は
生
産
的
労
働
と
し
て
現
象
す

第
一
の
「
一
般
的
規
定
」
は
、

タ
引
」
と
u

ま
た
7

ル
ク
月
白
遺
稿
、
『
直
接
的
生
産
過
程
の
諸
結
来
』
に
沿
い

τは
、
次
心
如
く
述
べ

b
れ
て
い
る
。

般
と
い
う
単
純
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
む
よ
そ
生
産
物
に
於

τ、
い
っ
モ
う
具
体
的
に
い
え
ば
、
尚
品
に
於
て
実
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
心

「
労
働
過
程
一

サ
ー
グ
ィ
ス
労
働
り
生
底
的
性
指

崎
市
九
十
二
巻

'J-r: 

第
四
号

.118 



サ
ー
グ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
絡

労
働
は
、
生
産
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
b
」
と
。
要
す
る
に
、
こ

ω
規
定
は
、
歴
史
的
・
特
妹
的
規
定
を
捨
象
し
た
「
労
働
過
程

第
九
十
三
巻

11 
凹

第
四
日
方

円

E旦

一
般
」
の
観
点
か

b
の
規
定
で
あ
り
、

他
方
、
第
二
心
「
資
本
家
的
生
産
白
下
で
の
牒
史
的
規
定
」
は
、
主
と
し
て
叶
資
本
論
』
第
四
郎
の
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
に
沿
い

「
労
働
過
程
か
ら
み
た
一
般
的
規
定
」
で
あ
る

て
艮
閲
さ
れ
て
い
る
規
定
で
あ
る
。
例
え
ば
同
書

ー
目
立

言
V
T一

「
生
産
的
治
よ
び
不
生
産
的
労
働
に
か
ん
す
る
詩
学
説
」
に
お
い
て
、

「
そ
れ
で
は
、
生
産
的
労
働
と
は
何
か
?
刺
余
仙
偵
を
創
造
す
る
労
働
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
労
賃

と
し
て
受
取
る
「
等
価
」
を
超
え
る
「
あ
る
新
た
な
価
値
」
を
創
造
す
る
労
働
で
あ
る
。
」
と
。
ま
た
前
掲
の
「
也
接
的
生
産
過
程
の

諸
結
果
』
に
治
い
て
も
、
「
直
接
に
剰
余
何
倍
を
生
産
す
る
労
働
だ
け
が
生
産
的
で
あ
り
、
直
擦
に
剰
余
価
値
を
生
犀
す
る
労
働
能
力

の
行
使
者
だ
け
が
、
生
産
的
労
働
者
で
あ
が
u
o
」
と
o

モ
心
他
、
刺
余
何
値
を
創
造
す
る
労
仰
が
生
産
的
労
働
で
あ
る
と
い
う
規
定
は
、

『
刺
余
価
値
学
説
史
』
「
直
接
的
生
産
過
程
の
諸
結
果
』
た
ど
に
沿
い
て
随
処
に
み
ら
れ
る
と
こ
ウ
で
あ
る
υ

以
上
に
お
い
て
、
「
一
般
的
規
定
」
と
「
慌
史
的
規
定
」
の
二
つ
の
札
定
心
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
問
題
は
、
既
に
多
く
の
論
者
に
上
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
一
一
つ
の
規
定
の
相
克
一
関
係
を
い
か
げ
い
担
搬
す

次
の
如
〈
述
へ
ら
れ
て
い
る
。

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

一
方
の
十
1
ヴ
ィ
ス
労
働
H
H
不
生
産
的
労
働
説
は
主
と
し
て
「
一
般
的
規
定
」
に
依
拠
し
、
他
方
の
サ
l
ヴ

ィ
ス
労
働
H
H
生
産
的
労
働
説
は
も
つ
ば
ら
「
歴
史
的
規
定
」
に
依
拠
す
る
と
い
う
一
見
矛
屑
し
た
闘
係
は
い
か
な
る
根
拠
に
基
く
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

的
乙
の
論
争
の
民
望
に
つ
い
て
の
間
単
な
集
約
は
、
別
稿
「
ザ
i
ず
ィ
ス
労
働
、
と
生
照
的
労
問
」
十
参
照
。

の
近
代
性
と
社
会
性
」
に
所
収
予
定
)

川
同
↓
同
国
E
]
F
叶
宮
泊
。
ご
と
』
叶
E
ヨ
2
6
Z
ミ
同
日
き
さ
予
巴
b
v
酒
井
巨
=
一
郎
訳
寸
斜
済
の
社
会
的
構
造
」
同
印

m
Z目
下
司
E
吋

P
E
A
N
H
Q旬、与

r

ph暗
号
NN予
巴
N
N
E目
。
担
問
dNロ
o
t
-
-
n
N
N
c
a
b
h
L
E
h
2
E
-
H
E∞
〉

門

E
m
c
g
L
E
E
さ町、

Q
S
L
E刊さに
HAqNEdjNMC
同
E
E
E
N
E
W
H由
日
戸
坂

(
久
川
教
段
退
官
記
念
論
文
窓
『
保
険



野
待
九
卜
九
訳
可
所
得
』
。

同

ヒ

y

グ

ス

、

同

上

出

訳

三

心

ベ

l
ジ。

川

円

内

冨
R
v
p
U
2
R
R
N
M
S司
氏
、
』
出
仏
戸
田
区
P
長
谷
部
文
帥
訳
『
民
本
論
七
古
木
文
出
版
第
二
分
冊
一
三
一
半
ベ
l
ジ

川
開
決
徳
一
一
郎
沢
寸
マ
ル
ク
ス
資
本
論
泣
稿
直
接
的
生
産
過
起
の
詩
結
果
」
附
和
二
凹
年
、
一
二
五
ベ
ジ
。

川
川
同

E
R
F
U
1
F
0
3
2
4ち
ミ

R
M
G
3
4
L
3
2ミ
一
泊

H
E
ド
山
符
部
文
雄
訳
一
L

刺
余
同
位
学
説
此
L

t

n

ー
一
本
中
川
底
版
第
一
分
川

川W

「
諸
結
果
L

一
二
四
ベ

I
ジ。

川
仰
川
V

一
民
的
労
働
の
剰
余
価
値
制
f
H

か
ら
の
規
定
を
参
考
の
た
め
右
「
引
証
す
れ
ば
ω

「
資
本
制
作
川
岸
心
意
味
で
の
生
血
的
労
働
は
、
賃
労
働
、
と
い

っ
て
も
、
可
必
資
本
部
分
へ
労
賃
に
投
kr
さ
れ
る
資
本
山
分
)
之
交
換
さ
れ
て
、
こ
の
資
本
部
介
(
ま
大
は
そ
れ
山
内
問
心
労
働
能
h
M
白
川
伯
)
を
再

生
院
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
う
え
資
本
家
の
た
め
一
の
刺
余
川
航
を
生
産
す
る
賃
労
働
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
商
品
ま
た
は
貨
幣

が
、
資
本
に
転
化
さ
れ
、
資
本
乏
し
て
生
注
さ
れ
る
。
」
(
吋
F
2
3
2
p
山
口
町
、
(
長
特
市
文
郎
訳
青
木
内
出
版
第
一
分
間
二
心
九
ペ
ー
ジ
)
。

「
資
本
を
生
産
す
る
労
働
だ
け
が
比
陀
的
労
働
で
あ
る
。
」
(
芯
民
一

ω
口
句
、
向
上
訳
二
一
五
ペ
ー
ジ
)
。
一
資
本

m
t山
怖
か
ら
す
れ
ば
生
産
的
労

働
と
は
川
か

c

〔
第
ふ
に
。
〕
阻
按
に
資
本
に
転
化
さ
れ
る
労
倒
だ
け
が
、
つ
主
り
、
可
変
資
本
有
可
変
な
も
の
と

L
L
措
定
す
る
労
働
、
し

た
が
っ
て
〔
総
資
本
C
を
/
じ

+
d
た
ら
し
め
る
，
L
帥
ド
り
が
生
主
的
で
あ
る
。
L

ミ

2
F
ω
ω
可
同
上
引
五
じ
五
ペ
ー
ジ
〕
。
「
労
働
u
也
市
川
に
た

い
し
て
内
」
げ
化
し
た
対
象
的
な
労
働
な
そ
の
何
怖
に
お
い
て
却
持
し
増
加
さ
せ
る
労
働
こ
そ
は
、
生
活
的
労
働
で
あ
る
。
性
月
的
労
働
と
は
、
労
働

能
丸
が
資
不
制
牛
注
泊
裂
に
お
い

E
核
場
す
る
全
開
係
お
よ
び
仕
ト
刀
陣
式
を
あ
ら
わ
す
間
略
な
中
古
川
に
す
ぎ
な
し
。
」
公
立
丸
山

ω
巴
}
問
ー
に
訳
五

七
九
ペ
ー
ジ
)
等
々
“
な
お
、
つ
剰
余
価
航
手
1

品川〈

]ι
お
い
て
、
「
資
本
制
生
山
山
広
味
で
の
小
昨
酌
労
制
」
す
な
わ
ち
「
際
史
的
州
制
定
」
が
多

く
み
ら
れ
る
叩
由
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
第
九
4

節
九
4
A引J

附。

川
w

例
え
ば
。
「
資
本
王
義
的
川
一
庄
の
出
絞
り
日
的
及
び
本
米
心
生
産
物
は
剰
余
価
値
で
あ
る
か
ら
、
前
岐
に
剰
余
川
仙
を
生
産
す
る
労
働
だ
け
が
生

産
的
で
あ
り
、
直
肢
に
刺
余
削
仙
合
中
症
す
入
。
労
働
能
力
心
行
使
者
だ
け
が
生
産
的
労
働
者
で
あ
る
U

即
ち
主
躍
的
労
働
と
は
、

JU
接
に
生
産
迦
担

に
於
て
資
本
内
側
他
府
殖
の
為
に
梢
抗
さ
れ
ゐ
が
却
さ
舟
働
の
み
を
指
す
己
(
一
論
結
果
」
一
同
一
一
二
五
ペ
ー
ジ
)
そ
の
他
、
同
よ
岳
、
二
ニ

ワ
ヘ
ジ
な
ど
を
参
如
υ

M
W

例
え
ば
、
辺
部
久
蔵
「
生
産
的
労
働
と
サ

1
ヴ

f

ス
」
『
二
日
学
会
雑
誌
」
第
五
心
省
筋

労
働
」

J

従
前
論
議
」
一
九
五
七
年
第
七
九
者
第
一
号
一
心
九
ペ
ー
ジ
な
ど
。

サ
l
グ
ィ
ス
労
働
の
生
両
酌
性
栴

第
九
」
l

二
巻

二
八
三
べ

1
シ

二
号
一
ベ
!
シ
。
崎
山
一
助
「
生
庄
的
労
働
Lr
一
辺
通

五
コ向

第
四
号

四
互王



サ
ヴ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
格

第
九
寸
二
巻

一五一ハ

第
山
号

聞
大

生
産
的
労
働
を
規
定
す
る
二
ヲ
の
観
点
す
な
わ
ち
「
一
般
的
規
定
」
と
「
陪
史
的
規
定
」
と
心
相
互
関
係
を
い
か
に
把
握
す
べ
き
か

と
い
う
問
題
K
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
に
沿
い
て
考
察
し
た
。
そ

ω
論
証
を
省
い
て
、
結
論

ω
み
を
掲
げ
る
た
ら
ば
次
山
如
く
で
あ
る
。

両
規
定
は
、
相
互
に
刻
立
白
側
面
と
統
一
の
側
聞
と
を
も
っ
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
両
者
は
「
対
立
物

ω
統
一
」
と
い
う
弁
一
止
法
的
関

係
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
b
れ
る
υ

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
介
所
法
的
関
係
を
強
調
す
る
原
則
論
を
繰
返
し
て
も
、
従
来

ω
論
議
の
争
点

ω
解
決
に
は
た
b
た
い
。
問
題

は
、
サ

I
ヴ
ィ
エ
労
働
が
一
方
の
「
一
般
的
規
定
」
か

b
は
不
生
産
的
で
あ
り
、
他
方
の
「
雁
史
的
規
定
」
か
ら
は
生
政
的
に
な
る
の

は
何
故
か
と
い
う
点
に
あ
る
U

す
な
わ
ち
両
規
定
の
対
立
の
側
同
に
か
か
っ
て
い
る
。

町
規
定
が
対
立
し
、

問
題
の
所
在
か
ら
先
に
い
う
な
b
ば、

矛
盾
す
る
根
拠
は
、

二
つ
む
側

mか
ら
解
明
さ
れ
る
〈
き
も
の
で
あ

る。

一
ワ
白
側
面
は
、
「
資
本
へ
の
労
働
の
服
属
過
程
」
の
考
察
に
工
ヮ

τ歴
史
的
に
解
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
他
の
側
同
は
、

経

済
学
の
刀
法
」
寸
な
わ
ち
、
抽
象
的
な
も
の
か
ら
一
具
体
的
た
も
の
へ
、
単
純
な
も
り
か

b
複
新
な
も
の
へ
と
い
う
上
向
法

1
叙
述
の
順

序
の
考
祭
に
よ
ヮ
て
、
就
中
「
社
会
的
観
点
」
と
「
個
々
の
資
本
の
観
点
」
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
ワ
て
、
論
理
的
に
解
明
さ
れ

る
q

へ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
側
面
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
は
別
稿
に
談
h
、
た
そ
の
結
論
の
み
を
、
論
争
と
の
関
係
に
わ
い
て
示
し

て
わ
く
こ
と
に
な
る
が
、
生
産
的
労
働
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
に
一
応
生
産
的
労
働
及
び
不
生
産
的
労
働
の
詳
細
な
分
類
を
明
b

か
に
し
て
沿
〈
己
と
に
す
る
υ

A 

生
産
的
労
働
の
「
一
般
的
規
日
正
L

か
ら
の
分
類



先
ず
、
生
一
区
的
労
働
の
労
働
過
程
か

b
の
三
般
的
規
定
」
、

す
な
わ
ち
使
用
価
値
観
点
に
よ
る
と

も
ろ
も
ろ
の
労
働
は
モ
心
機

能
に
よ
づ
て
次
の
如
〈
分
類
さ
れ
る
。

第
一
は
、
物
質
的
仲
エ
産
分
野
に
属
す
る
労
働
で
あ
り
、
こ
の
労
働
は
、
生
殴
物
に
刻
象
化
さ
れ
る
労
働
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
生
産

的
労
働
に
属
す
る
労
働
で
あ
る
。

本
来
的
た
一
意
味
で
心
物
質
的
財
貨
を
生
産
す
る
労
働
。
例
え
ば
、
農
業
、
鉱
業
、
漁
業
、
工
業
、
建
設
業
た
と
。
直
接
に
自
然

と
人
間
と
の
質
料
変
換
が
お
こ
た
わ
れ
る
分
野
心
労
働
。

a 

物
質
的
生
産
の
内
部
で
労
働
過
程
内
の
分
業
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
生
ず
る
精
神
的
労
働
。
例
え
ば
、
技
師
な
ど
の
ゐ
こ
た
う

物
質
的
財
貨
の
考
案
、
設
計
、
計
画
な
ど
の
労
働
、
乙
れ
は
「
労
働
過
程
そ
の
も
白
の
協
業
的
性
格
と
と
も
に
、
必
然
的
民
、
生
産
的

労
働

ω
・
お
よ
び
そ
の
担

w
子
た
る
生
産
的
労
働
者
の
・
概
念
が
拡
大
す
引
O
L

b 

す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
。

C 

物
質
的
生
産
の
阿
部
で
労
働
過
程
の
指
弾
、
監
督
の
た
め
に
生
ず
る
粕
神
的
労
働
。
例
え
ば
、
指
揮
労
働
、
監
督
労
働
。

「

直

接
的
生
産
過
密
が
、
社
会
的
に
結
合
さ
れ
た
過
程
の
姿
態
を
と
っ
て
い
て
、
目
立
的
生
産
者
た
も
の
個
々
別
々
の
労
働
と
し
て
は
現
わ

れ
た
い
場
合
に
は
、
つ
ね
に
脆
督
治
主
ぴ
指
導
と
い
う
労
働
が
必
然
的
に
生
ず
る

て
も
為
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
一
つ
の
生
産
的
労
働
で
あ
る
。
」

。
こ
れ
は
、
ど
ん
友
結
合
的
生
産
様
式
に
お
い

流
通
過
在
に
延
長
さ
れ
た
生
産
過
程
の
労
働
。
例
え
ば
、
保
管
労
働
、
運
送
労
働
た
ど
。

第
二
は
、
物
質
的
生
産
以
外
の
分
野
に
属
す
る
労
働
で
あ
り
、
こ
の
労
働
は
生
産
物
に
対
象
化
ぎ
れ
た
い
労
働
で
あ
る
。
し
た
が
っ

d 
て
、
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
と
も
呼
ば
れ
、
非
生
産
的
労
働
に
属
す
る

a 

商
品
の
実
現
に
関
係
し
、
流
通
過
程
で
機
能
す
匂
労
働
。
例
え
ば
、
商
業
労
働
ω

サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
仰
の
生
産
耐
性
栴

第
九
十
二
巻

五
士j

節
凶
い
方

[lLI 
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サ
ー
グ
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ス
労
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産
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性
倍

第
九
十
二
巻
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沼
山
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生
産
と
消
資
が
時
同
的
・
場
所
的
に
分
離
で
き
な
刊
す

1
ヴ
ィ
ス
労
働
u

例
え
ば
、
演
奏
家
、
例
催
、
教
師
、
枚
削
な
ど
ο

生
産
活
動
の
結
呆
が
独
立
心
物
に
な
る
た
め
に
、
生
産
と
消
裂
が
分
断
で
一
き
る
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
、
例
え
ば
画
家
、
作
家
な
ど
。

以
上
、
生
産
的
労
働
心
労
働
過
程
に
即
し
た
一
般
的
規
定
か
ら
み
れ
ば
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
は
、
不
生
産
的
労
働
に
属
す
る
わ
け
で
あ
る
ω

b C B 

生
産
的
労
働
の
「
歴
史
的
規
定
」
か
ら
み
た
分
知

生
産
的
労
働
白
「
歴
史
的
規
定
」
、
す
な
わ
ち
価
値
地
姐
過
荘
、
あ
る
い
は
剰
余
仙
他
観
点
か

b
み
た
分
類
は
比
較
的
簡
単
で
あ
る
。

そ
の
労
働
が
、
資
本
制
生
広
過
れ
に
沿
い
亡
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
過
程

が
資
本
に
包
摂
さ
れ
、
資
木
に
従
属
し
た
労
働
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
が
"
〈
の
分
岐
点
に
な
る
。

第
一
に
、
資
本
に
何
摂
さ
れ
て
い
る
生
産
分
野
心
労
働
は
生
産
的
労
働
で
あ
る
。

a 

物
問
均
財
貨
の
生
産
部
門
の
労
働

b 

非
物
質
的
生
昨
部
門
心
労
働
、
す
な
わ
ち
サ
l
ヴ
ィ
ス
部
門
の
労
働
。

(
こ
の
サ

l
ヴ
ィ
ス
労
働
は
剰
余
価
値
観
点
す
な
わ
ち

「
歴
史
的
規
定
」
に
沿
い
て
み
れ
ば
一
応
牛
産
的
労
働
と
規
定
さ
れ
る
が
、
己
の
問
題
白
検
討
は
次
節
に
譲
る
)

第
一
一
に
資
本
に
包
反
さ
れ
て
い
な
い
坐
産
分
野
心
労
働

a 

小
商
品
生
産
者
、
例
え
は
、
独
立
し
た
手
工
業
者
ヤ
独
立
し
た
農
民
心
労
働
。
と
れ
は
直
接
に
剰
余
価
値
を
生
産
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
不
生
産
的
労
働
に
属
す
る
。

b 

資
本
で
は
な
く
、
収
入
に
よ
っ
て
購
買
台
れ
あ
サ

1
ヴ
ィ
ス
労
働
。
例
え
ば
、
消
費
者
に
直
接
に
奉
仕
寸
る
裁
縫
織
力
、

( 

Tこ

だ
し
、

ζ

の
裁
縫
職
人
は
、
独
?M
し
た
生
産
者
で
あ
る
こ

h
を
前
提
と
す
る
、
し
た
が
っ
て
事
実
上
、

a
に
帰
着
す
る
c
〕

以
上
、
生
産
的
労
働
の
歴
史
的
規
定
す
た
わ
ち
剰
余
価
値
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
サ
l
ヴ
ィ
エ
労
働
は
、
そ
れ
が
資
木
に
よ
ヮ
て
一
一
保
傭



さ
れ
亡
い
る
か
ぎ
り
、
生
産
的
労
働
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
以
上
白
こ
と
を
簡
単
化
の
た
め
に
図
表
化
す
れ
ば
「
説
明
凶
」

の
如
く
に
な
る

一一一
一

L

悶明説働労的産生

産|生

そ
の
他
の
サ

i
ヴ
ィ
ス
労
働

商
品
の
実
現
に
関
係
す
る
労
働

恒)

流
通
過
程
に
延
片
言
れ
た
生
産

過
程
の
労
働

(但.)， (C)) 
物
質
的
生
庄
内
で
の
精
神
的
労

働

→ 

(A) 

物

質

的

件

直

生

jτ 

ヲサ

教牧医
B'li 侭運技監指f劫

師師間
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の

結
判

業管送師行居J軍

ラJ

一
上同上同

不l
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的

生
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労

倒

心
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史
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規
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(
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倒

値

制

点

)

+
l
グ
ィ
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ィ
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労
働
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生
産
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性
持

第
九
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二
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さ
て
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
生
産
的
労
働
を
細
か
く
分
類
す
る
こ
と
に
あ
る
山
で
は
た
い
。

ご
般
的
規
定
」
と
一
歴
史
的
規
定
」

の
相
互
関
係
を
立
入
っ
て
明
b
か
に
す
る
己
と
に
あ
る
。

物
質
的
生
産
分
野
の
労
働
と
物
質
的
生
広
以
外
の
分
野
の
サ
I
ず
ィ
エ
労
倒
の
ち
ち
、
先
ず
前
者
自
物
質
的

T
能
分
野

ω
労
働
に
つ

い
て
考
え
る
と
、
そ
の
労
働
が
一
般
刻
定
の
み
た

b
ず
、
歴
史
的
規
定
か

b
も
生
産
的
労
側
で
あ
る
た
め
に
は
、

一
つ
の
前
提
を
必
要

と
す
る
。
す
止
な
わ
ち
、

「
資
本
へ
の
労
働
の
服
属
し
が
治
と
た
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
た
い

『
白
接
的
生
応
過
容
の
詰
新
果
』
及

び
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
に
治
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
己

ω
点
で
あ
り
、
生
産
的
労
働
の
規
定
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

「
資
本
の
も
と
へ
の
労
働
の
直
接
的
従
属
L

が
前
提
と
た
り
、
資
本
忙
包
摂
さ
れ
て
い
円
た
い
小
商
品
生
産
者
の
労
働
の
ば
あ
い
は
、

と
何

ω
係
わ
り
も
な
い
。
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
生
産
的
労
働
と
不
生
産
的
労
働
の
区
別

「

資己
木の
に資
対本
すへ
るの
労労
働側1
0) の

j~ ER 
式属
FY1 は
服

里町資

Z B 
R産
CD 
確
で/
湖
稗
と
L 
て

「

i!正
式
的
月民
属
」

に

宮歴
で5t'

蚕記
質主
的口
服す
属町'0
」

ヵ;
進
行
す

わ
け
で
あ
る
由よ

そ

モ
の
進
行
泊
鮮
の
最
初
の
段
階
は

む
歴
史
的
過
裂
の
論
川
町
一
的
表
現
す
な
わ
ち
叙
述
の
順
序
と
し
て
展
開
さ
れ
た
論
理
的
発
艮
と
し
て
は
、

『
資
木
諭
』
に
お
い
て
絶
対
的

剰
余
価
値
か

b
相
対
的
剰
余
価
値
へ
の
発
展
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
マ
h
N

も
の
で
あ
る
υ

以
上
は
百
接
的
生
産
過
容
に
つ
い
て
云
い
う
る

こ
と
で
あ
る
。
さ
、
b
に
、
資
本
へ
の
労
働
の
服
属
の
歴
史
的
た
進
行
は
臭
っ
た
灼
度
か

b
妃
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
U

し
か
も
と
の
側

而
が
サ

1
ヴ
ィ
ス
労
働
の
問
題
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
資
本
は
モ
の
征
服
過
程
に
お
い
て
、
歴
史
的
に
先
ず
物
質
的
生

産
分
野
の
労
働
士
服
属
し
、
次
い
で
物
質
的
生
産
以
外
の
分
野
の
労
働

1
サ
1
ヴ
ィ
ス
労
働
を
服
属
せ
し
め
る
の
で
あ
る
ω

『
直
接
的

生
産
過
料
の
諸
仕
和
田
ご
や
司
刺
余
価
伺
学
説
史
L
k
b
け
る
マ
ル
ク
ス
の
分
析
は
、
主
と
し
て
第
一
の
段
階
、
す
た
わ
ち
資
本
が
物
質

的
生
産
の
分
野
を
征
服
し
包
摂
し
た
段
階
を
中
心
に
考
察
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
一
れ
る
。
と
れ
は
そ
と
で
の
分
析
が
本
来
的
生
産
過



在
あ
る
い
は
直
接
的
生
産
過
程
の
一
考
察
主
主
な
対
象
と
し
で
い
る
こ
と
の
必
然
的
結
果
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
例
え
ば
『
直
接
的
生
直

過
程
心
諸
結
果
い
に
お
い
て
、
「
こ
こ
で
は
百
々
は
な
治
、
直
仲
間
的
生
産
過
裂
内
部
に
於
け
る
資
本
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
た
い
。
」

と
こ
と
わ
っ
て
い
る
と
と
か
ら
一
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
質
的
生
産
以
外
の
分
野
心
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
に
一
一
日
及
す
お
ば
あ

加
に
骨
い
て
も
、
ザ

l
ヴ
ィ
ス
労
働
は
「
過
渡
的
形
態
」
と
し
て
考
え
ら
わ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
が
「
直
接
に
資
本
主

義
的
K
搾
取
さ
れ
得
る
様
な
労
働
は
、
資
本
主
義
的
生
慌
の
全
体
と
く
ら
f

へ
れ
ば
、
と
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
だ
か
ら
全
然
無
視
さ
る
べ

生
で
あ
る
。
そ
れ
は
賃
労
働
白
研
究
に
当
り
、
同
時
に
生
産
的
労
働
で
な
い
株
台
賃
労
働
白
範
院
が
論
ぜ
ら
れ
る
つ
い
で
に
考
察
さ
れ

れ
ば
足
り
る
」
と
考
え
ら
わ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
資
本
へ
の
労
働
の
服
属
過
程
を
歴
史
的
に
把
握
し
、
そ
の
進
行
過
程
主
、
物
質
的
生
庫
分
野
か
ら
一
物
質
的
生
陀
以
外

の
分
野
へ
の
発
展
過
引
と
し
て
把
慢
す
る
こ
と
は
、
十

1
ヴ
ィ
ス
労
働
の
「
歴
史
的
規
定
」
を
叩
解
す
る
ト
に
恨
め
て
重
要
な
意
味
を

も
っ
J

く
る
こ
と
に
な
弘
o

た
ぜ
な
ら
ば
、
資
木
へ
の
労
働
の
服
属
は
、
す
で
に
資
本
主
義
生
政
の
「
神
秘
仇
」
を
意
味
し
、
そ
む
服

属
過
程
の
発
以
は
、
神
秘
化
の
発
展
過
程
ー
と
み
ら
れ
る
か

b
で
あ

h
o
例
え
ば
一
諸
結
果
』
に
沿
い
℃
次
の
如
く
述
。
へ
ら
れ
て
い
る
。

「
資
本
主
義
閃
係
の
中
に
一
般
に
伏
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
神
秘
化
は
、
今
や
資
本
へ
の
労
働
の
単
な
る
形
式
的
服
属
の
ば
あ
い
に
み

ら
れ
士
、
あ
る
い
は
存
在
し
え
た
よ
り
一
も
温
か
以
上
に
、
発
展
す
る
。
」

と
υ

生
産
力
の
発
展
は
形
式
的
服
属
か
ら
実
質
的
服
属
に
両
市

展
し
、
さ
ら
に
》
の
杯
服

l
m川
属
過
程
は
、
物
質
的
生
係
分
野
の
み
た
ら
ず
物
質
的
生
産
以
外
の
分
野
で
あ
る
サ
1
ヴ
ィ
ス
労
働
に
ま

千
一
進
出
出
寸
る
。
そ
こ
に
お
い
て
神
秘
牝
は
ま
ず
主
す
発
展
し
、
完
成
し
た
形
に
必
い

τあ
ら
わ
れ
て
く
る

ω
で
あ
る
。

こ
の
神
秘
化
あ
る
い
は
フ
ェ
テ
ィ
ジ
ザ
ス
ム
と
は
何
か
。
こ
こ
で
は
、
資
木
が
物
質
的
生
産
分
野
を
形
式
的
に
服
属
せ
し
め
た
段
附
に

治
い
て
、
す
で
に
労
働
の
価
値
剤
治
力
が
資
本
の
価
値
創
造
力
と
し
て
現
象
ナ
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
折
倒
の
生
昨
性
が
資
本
の
牛
産
性

サ
ー
グ
ィ
ス
舟
仰
の
付
注
的
性
防
相

時
九
十
二
巻

ーノ、

館
内
日

五



サ
ー
グ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
昨

第
九
十
二
巻

ノ、

1
J
i
-
-

MM川
件

fj

五

と
し
て
現
象
す
b
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
「
関
係
白
原
倒
」
が
み
b
れ
る
こ
と
を
い
う
。
か
く
し
て
、
資
本
心
引
い
服
過
程
が
物
質
的
生
産
以

外
の
分
野
心
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
げ
い
ま
で
進
行
L
た
ば
あ
い
に
は
、
ま
す
ま
す
こ
白
神
秘
化
が
発
展
し
、
同
係
白
鼠
倒
が
徹
底
す
る
。
す
た

わ
ち
、
す

1
ヴ
ィ
ス
労
働
は
、
資
本
に
包
擬
さ
れ
る
以
前
の
コ
赦
的
規
定
」
か
ら
は
不
生
産
労
働
で
あ
っ
た
が
、
今
や
「
資
本
制
生
産
の

歴
史
的
規
定
」
か
ら
は
、
「
生
産
的
労
働
」
と
し
て
訓
象
す
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
関
係

ω
頗
倒
」
で
め
り
逆
伝
で
あ
る
。
神
秘
化
の
徹

底
で
あ
り
物
!
神
性
の
貫
徹
で
あ
る
。
こ
の
逆
転
関
係
を
モ
の
ま
ま
托
理
論
化
し
た
も
の
が
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
官
生
産
的
と
規
定
す
る

白
み
な
ら
ず
、
サ
1
ヴ
ィ
ス
労
働
の
増
加
が
経
済
進
歩
の
た
め
に
好
ま
し
い
と
み
る
，
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
じ
・
グ
ラ
ー

ク
等
々
に
み
ら
れ
る
見
解
で
あ
ふ
。
サ
1
ヴ
ィ
ス
労
働
は
本
来
「
不
生
産
的
」
で
あ
る
。
し
か
る
に
資
本
制
生
産
に
お
い
て
は
「
生
共

的
」
に
現
象
し
、
「
生
産
的
」
に
み
え
る
だ
け
で
あ
る
υ

す
な
わ
ち
べ

l
v
y
ズ
も
い
う
上
う
に
「
現
象
す
る
」
に
す
ぎ
な
U

の
で
あ
る
。

か
く
し

τ、
最
初
心
問
題
、
ず
な
わ
ち
、
サ
l
ヴ
ィ
ヴ
ハ
労
働
が
一
方
の
ユ
般
的
規
定
」
か
ら
は
不
生
定
的
で
あ
り
、
他
方
の
「
歴

史
的
規
定
」
か
ら
は
生
産
的
に
な
る
の
は
何
故
か
と
い
う
問
題
は
、
歴
史
的
左
側
両
か

b
考
察
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
資
本
へ
の
労
働
の

服
属
」
の
歴
史
的
進
行
に
基
く
神
秘
性
心
発
展
の
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
沿
い
て
、
特
殊
歴
史
的
な
資
本
制
生
産
主
超
越
ず
る
生
産
的
労
働
白
「
一
般
的
規
定
」
は
「
歴
史
的
規
定
」
の
批
判
の
根
拠

を
あ
た
え
る
、
も
白
に
な
る
。

「
歴
史
的
規
定
」
か

b
生
段
的
に
み
え
る
す
I
ヴ
ィ
ス
労
働
も
、

「
一
般
的
規
定
」
か
ら
は
不
生
産
的
労

働
な
白
で
あ
る
。

と
の
こ
と
は
、

物
質
的
生
産
分
野
の
労
働
に
つ
い
て
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

物
質
的
財
貨
を
生
産
す
る
労
働
は
、

「
歴
史
的
凱
定
」
か
ら
も
、

「
一
般
的
規
定
」
か

b
も
生
産
的
労
働
で
あ
る
。
両
規
定
は
統
一
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
サ

I
ヴ
ィ
ス
労

倒
に
つ
い
て
は
両
規
定
は
対
立
し
、
矛
盾
す
る
、
こ
の
矛
盾
を
生
み
だ
す
も

ω
は
資
本
の
征
服
過
程
の
雁
史
的
進
行
で
あ
る
。
こ
の
摩

伺

史
的
進
行
が
「
生
産
的
労
働
と
不
生
産
的
労
働
と
の
あ
い
だ
の
質
料
的
区
別
↑
を
登
場
世
し
め
る
の
で
あ
る
。

「
剰
余
価
値
学
説
史
』



「
明
か
に
、
資
木
が
生
産
全
体
を
征
服
す
る
の
と
同
L
程
度
で
・
-
主
す
ま
す
、
生
産
的
労
働
1
f
不
生
産
的
労
働
と

の
あ
い
だ
白
賃
料
的
区
別
が
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ
、
引
。
」
と
。

に
島
い
て
臼
〈
。

今
平
生
産
的
労
働
の
一
質
料
的
規
定

i
一
般
的
規
定
は
、
形
相
的
規
安

1

康
史
的
規
定
の
批
判
の
観
点
と
な
る
。
超
体
制
的
、
一
般
的
な
史
的
喰
物
論
の
規
定
が
し
ば
し
ば
体
制
的
・
俳
殊
的
な
資
木
制
生
産
の

批
判
の
基
礎
を
あ
た
え
る
よ
う
に
、
生
産
的
労
働
に
お
い
て
も
ま
た
ゆ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
現
象
論
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の

基
礎
を
あ
た
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
十

1
ヴ
ィ
月
労
働
の
規
定
に
つ
い
て
ご
般
的
規
定
」
と
「
照
史
的
規
佐
」
が
対
烹
し
、
矛

盾
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
み
る
へ
き
で
は
た
か
ろ
う
か
。

川
山
釧
稿
「
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
と
生
在
的
労
働
L

第
三
節

(
A
川
武
三
教
侵
退
官
記
念
論
士
相
対
「
保
険
の
近
代
性
と
社
会
性
』
に
所
収
予
定
)

ω
例
げ
ん
ば
、
庭
岡
純
秋
氏
が
丙
既
定
む
弁
副
法
的
統
一
を
主
張
さ
れ
る
の
は
正
当
で
あ
る
が
、
モ
の
内
容
の
立
入
っ
た
考
察
が
な
い
た
め
に
問
問
の

基
本
的
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
(
睦
田
範
杭
「
保
険
経
済
学
序
説
』
一
七
四
ペ
ー
ジ
)
。

川w
前
掲
「
十
l
ヴ
ィ
ス
労
働
と
生
底
的
骨
働
」
第
凶
節
、
常
ユ
周
知
参
閉
山
口

川
問
問
川
r
F
H
F
U
2
M叫
R
H
u
t
h
b
N
唱
団
仏

H

山
町
出
、
長
谷
部
火
雄
訳
「
資
本
論
」
青
木
文
昨
版

刷
芯
匙
ニ
出
色
-
H
H
H
-

即

-
b
p
向
上
訳
一

(υ
五
四
四
へ
ジ
。

川W

遊
耐
久
蔵
「
生
産
的
労
働
と
サ
l
グ
ィ
ス
」
〈
「
二
一
回
学
会
雑
誌
』
卸
五

O
巻

的
叫
〉

2
5
P
∞
g
F
長
科
部
文
雌
訳
「
剰
余
師
他
学
説
史
」
青
木
書
庖
版

刷
を
弘
、
由
民
ω
、
同
ヒ
訳
一
ー
!
五
八
回
ベ

1
ジ。

川
間
&
民

}
m
U
3

同
よ
訳
一
五
九
六
ペ
ー
ジ
。

ω
「
諸
結
果
L

一
0
0
へ
l
ジ
以
下
。

仰
向
上
一
一
九
ペ
ー
ジ
以
下
。

川

向

上

一

三

八

へ

1

ジ。

納
付
制
上
一
一
ニ
二
ペ
ー
ジ
。

第
一
一
一
分
川

八
の
凶
ベ

l
ジ。

第
一
二
ザ
、
一
九
五
七
年

一
五
八
八
ペ
ー
ジ
ー

一
二
月
行

へ
l
シ
参
照
)

サ
ー
グ
ィ
ス
労
働
の
生
底
的
性
格

第
九
二
巻

矛え

市
山
号

.Tl 



リ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
り
長
産
的
性
絡

持
九
十
二
畠

二
一
ハ
四

第
四
号

王L

凹

ω
商
人
資
本
に
つ
い
て
も
資
本
主
義
生
直
慌
式
心
下
で
は
「
副
次
的
並
び
に
泊
波
的
M
M
鳩
」
(
『
諸
結
県
』
一
口
五
ペ
ー
ジ
〉
と
し
て
後
の
機
会
に
改

め
て
論
ず
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
商
人
資
木
は
隆
史
的
に
「
木
米
り
資
木
主
張
関
係
へ
の
過
渡
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
も
り

で
あ
る
」
(
同
上
)
が
こ
の
よ
う
な
仙
波
的
出
隙
は
論
理
的
民
間
に
お
い
て
は
、
木
米
的
な
佐
議
資
本
の
分
析
の
後
に
論
じ
ら
れ
る
の
守
あ
る
。

働
問
中
菊
次
教
授
は
、
生
産
的
労
働
を
資
本
へ
の
労
働
り
刷
局
過
科
と
結
び
つ
け
て
規
定
す
る
と
い
ろ
注
日
す
べ
き
悩
れ
た
論
文
を
民
関
さ
れ
て
い

る
が
、
教
授
の
「
過
渡
的
形
態
」
心
加
肝
は
歴
史
的
発
川
間
関
係
と
什
雌
さ
れ
て
い
る
。
「
地
波
形
態
」
は
「
資
本
制
生
J

九
段
式
と
は
本
質
的
に
全
く

融
関
椋
な
」
も
の
で
は
た
い
内
川
巾
菊
次
「
住
民
的
労
働
白
概
念
」
『
東
北
大
学
締
済
学
会
研
光
年
限
経
済
学
」
、
一
六
・
一
七
ロ
り
一
二

0
ペ
ー
ジ
G

M

M

2

耐
結
果
」
一
口
二
へ

i
ジ。

同
開
神
秘
化
に
つ
い
て
蒜
下
一
一
次
也
教
軒
の
優
れ
た
研
究
じ
札
代
前
業
経
抑
制
論
1

一
(
昭
和
一
一
一
五
午
)
一
七
七
ペ
ー
ジ
以
卜
、
お
よ
び
州
柿
「
サ
l
ヴ

イ
i

ス
労
働
と
ん
産
的
労
働
」
革
阿
節

A
を
宰
版
。

M
W

寸
話
結
果
』
一
心
六
ベ

l

シ。

M
W

叶
君
。
S
E
}
H
ω
己

、

訳

一

五

六

九

ベ

ジ

ロ

同

サ

グ

f

ス
労
働
白
増
加
が
杭
出
の
進
歩
成
長
の
た
め
に
好
ま
し
い
と
み
る
思
前
に
対
す
る
批
判
の
根
拠
と
し
℃
は
、
サ

1
ヴ
ィ
ス
労
働
の
増
加

と
成
長
率
心
増
大
と
が
反
比
例
す
る
と
い
う
傾
向
を
雁
史
的
に
古
託
す
ゐ
必
要
が
あ
お
よ
う
に
瓜
わ
れ
る
。

怜

「

尚

業

wM
働
は
生
産
的
労
働
で
は
な
く
、
そ
の
」
う
な
も
の
と
し
て
刷
抽
象
す
る
に
す
ぎ
な
い
よ
司
ロ
耳
目
。

r
2
2
u
h芯
s
r却
さ
?
と
さ
え
丘
、

-
泊
四

ω

印

A
F
H

M
阿
川
判
叶
常
ミ
N
G
F
H
ω
H
N品
』
訳
一
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

M
W

史
的
唯
物
論
的
な
超
体
制
的
、
一
般
的
規
定
が
、
体
制
的
・
特
砕
的
規
定
の
批
判
の
法
磁
を
あ
た
え
る
例
と
し
に
は
。
本
来
は
「
労
働
」
の
生
産

性
が
、
資
木
制
主
庄
に
お
い
て
は
、
「
資
本
」
り
生
産
性
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
。
本
来
は
人
間
と
人
間
と
の
関
係
が
、
資
本
制
生
産
に
お
い
て

は
、
物
と
物
と
り
悶
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
。
等
々
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
個
々
の
労
働
者
の
生
産
力
が
賢
本
の
生
産
力
と
し
て
説
象
す
る

過
引
引
を
「
資
本
に
お
け
る
労
働
の
生
産
力
の
包
摂
泊
程
」
、
と
し
て
把
出
す
る
こ
と
は
、
田
中
菊
次
教
慢
に
土
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
「
牛
一
昨
一
的

労
働
の
概
必
」
「
東
北
大
学
経
済
学
会
肝
究
年
割
経
済
学
第
一
七
一
八
号
レ
九
二
ベ
l
シ
〉
。



四

前
節
で
は
、
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
の
「
一
般
的
規
定
」
と
「
歴
史
的
批
定
」
と
が
対
立
し
、
矛
盾
す
る
根
拠
を
歴
史
的
側
一
山
か
ら
考
察

し
た
。
乙
心
歴
史
的
発
以
に
基
く
神
秘
化

ω発
展
は
、
他
方
で
は
論
理
的
側
面
に
お
け
る
発
日
比
に
反
映
さ
れ
、
歴
史
的
発
展
は
論
理
的

発
肢
と
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

論
理
的
発
展
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
経
済
学
の
方
法
の
こ
と
を
い
う
。
す
な
わ
ち
抽
象
的
な
も
の
一
か

b
具
体
的
な
も
の
へ
、
筒
中
な

も
白
か
ら
復
雑
な
も
の
へ
、
本
質
的
な
も
の
か

b
斑
象
的
な
も
の
へ
と
発
比
す
る
叙
述
の
順
序
、
す
な
わ
ち
上
向
法
を
意
味
す
る
も
心

で
あ
る
。

モ
れ
で
は
、
こ
の
経
済
学
体
系
心
論
理
的
充
肢
に
お
い
て
、
サ
ー
ヴ
f

ス
労
働
は
い
か
に
胤
定
き
れ
る
べ
き
も
白
で
あ
ろ
う
か
。
結

論
か
ら
先
に
い
う
な
ら
ば
、
サ
1
ヴ
ィ
ス
労
働
は
、
「
羽
会
的
観
一
品
」
ま
た
は
「
産
業
資
本
心
観
点
」
か
ら
は
不
生
虚
的
で
あ
る
が
、

「
個
々
の
資
本
家
心
観
点
」
ま
た
は
「
個
別
資
本
心
観
点
」
か

b
は
生
産
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
観
点
は
、

既
に
ア
・
パ
リ
ツ
ヱ
九
“
、
野
々
村
一
雄
教
抑
制
、
山
刊
刊
一
芳
雄
教
掛
川
、
石
井
彩
次
郎
時
等
々
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
的
一
研
究

で
は
、
丙
観
点
が
機
械
的
に
並
べ
ら
れ
℃
い
る
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
中
村
降
υ
丸
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
両
者
mu
相
具
、
論
理
関
連
が

明
確
に
さ
れ
て
い
h

な
か
っ
た
。
こ
の
「
社
会
的
観
点
」
と
「
仙
々
白
資
木
家
の
観
点
」
と
は
何
か
。
い
ま
そ
の
正
人
っ
た
諭
一
帯
は
別
稿

に
譲
っ
亡
、
モ
一

ω
結
論
の
み
を
掲
げ
る
と
次
D
如
く
で
あ
る
。

「
社
会
的
観
点
」
と
「
個
々
の
資
本
家
の
観
点
」
と
は
当
」
初
心
マ
ル
ク
ス
の
「
経
済
学
批
判
体
系
」
心
。
ヌ
一
フ
ン
に
お
い
て
は
、

「
資
本

一
般
」
と
「
競
争
」
と
の
町
内
別
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
タ
弓
先
ず
第
一
に
「
資
本
一
般
」
白
段
階
に
お
い

τは、

「
特
殊
な

サ
ー
グ
ィ
ス
労
働
心
生
産
的
性
格

第
九
十
二
巻

二ハ一方

第
凹
号

五
五



諾
資
本
と#

は i
庶ず
)JiJイ
合ス

オL 労
た8)ゆ
~ 

昨
的
性
格

第
九
十
二
巻

第
四
号

五
六

前
提
と
さ
れ
る
資
木
は
「
資
木
の
唯
一
の
定
在
様
式
で
あ
る
L

「
一
つ
の
資
本
」
が
前
提
古
れ
、
ぞ
と
で
「
資
本
制
生
産
様
式
の
内
的
構
造
」
が
分
析
さ
れ
る
。
そ
と
で

「
産
業
資
本
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
と
の
段
階
を
「
産
業
資
木
の
観

点
L

と
も
い
ろ
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
第
二

r
「
競
争
」
に
治
い
て
は
、

け
る
資
木
」
と
し
て
積
場
し
、
多
数
の
詩
資
木
の
競
争
が
問
題
と
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
と
で
前
提
と
さ
れ
る
資
本
は
一
つ
の
資
本

一
つ
一
の
資
本
で
は
た
く
、
多
数
の
詩
資
本
が
「
実
在
性
に
ゐ

と
し
て
の
一
産
業
昨
日
木
で
は
た
〈
、
伺
々
の
一
資
木
で
あ
り
、
多
数
の
資
木
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
個
々
の
資
本
の
競
争
、
競
争
に
工
品
価
格

の
形
成
、
平
均
利
潤
率
の
形
成
等
々
の
現
実
的
渦
容
が
問
題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
段
階
を
「
個
別
資
本
の
観
点
」
と
も
い
う
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
c

古
亡
、
と
の
上
う
な
二
つ
の
一
観
点

l
論
押
一
段
階
は
、
現
行
『
資
本
論
』
に
沿
い
て
も
、
若
干
の
変
更
を
伴
い
つ
つ
も
継
承
さ
れ
、
大

阻
む
仏
表
現
が
訪
問
さ
れ
る
な
ら
ば
、
社
会
的
観
点

1
産
業
資
木
の
観
点

1
資
本
一
般
は
概
ね
『
資
本
論
』
の
第
一
巻
、
第
二
巻
に
沿
い
て
、

主
た
個
々
の
資
本
家
の
観
点
l
倒
別
資
木
の
観
点
H
H
競
争
は
、
第
=
一
巻
打
わ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
モ
の
問
に
ゐ

い
て
、
分
析
が
よ
り
本
質
的
な
も
の
か

b
、
上
り
現
象
的
た
も
の
へ
と
上
向
し
て
い
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
資
本
一
般

l
産
業
資
木
の
観
点
と
、
競
争

1
個
別
資
本
と
の
一
関
係
に
お
い
て
さ
L
あ
た
り
貫
要
た
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、

資
本
一
般
N
H
本
質
論
の
矧
点
に
お
け
る
規
定
は
、
競
争

l
現
象
論
の
観
点
に
お
い
て
は
、
逆
転
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
第
二

は
モ
の
結
果
、
資
本
一
放

l
ホ
質
論
の
観
点
に
お
け
る
規
定
は
、
個
A

の
資
本
家

ω
意
識
に
は
逆
転
し
た
表
象
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
、
ず
な
わ
ち
神
秘
化
し
倒
錯
し
た
形
態
で
あ
ら
一
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
己
の
一
こ
と
が
主
さ
に
サ
1
ヴ
ィ
ス
労
働
の
性

格
規
定
の
問
題
に
関
係
寸
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
社
会
的
観
点

1
本
質
論
で
は
不
生
産
的
労
働
で
あ
っ
た
サ

1
ヴ
ィ
ス
労
働
が
、
個

別
資
本
の
観
点

1
現
象
論
に
治
い
て
は
、
逆
転
し
て
生
産
的
労
働
と
た
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
第
二
に
現
象
白
み
を
み



て
木
質
を
み
た
い
「
個
々
白
資
本
家
」
の
意
識
に
は
、
サ

l
ヴ
ィ
ス
労
働
も
生
産
的
に
み
え
る
わ
け
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
生
定
的
労

働

r
つ
w
て
白
神
秘
化
が
完
成
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
れ
れ
が
っ
て
、
サ

I
ヴ
ィ
ス
労
働
が
生
産
的
で
あ
右
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
個
々

の
資
本
家
に
と
っ
て
、
個
別
資
本
に
と
っ
て
生
産
的
で
あ
る
に
す
斉
一
な
い
。
す
な
わ
ち
『
資
本
論
』
第
三
巻
で
指
摘
す
る
工
う
に
「
商

業
資
本
の
買
う
労
働
も
、
商
業
資
本
に
と
つ
で
は
直
接
に
生
産
的
で
あ
る
(
品
町
長
引
用
者
)
」
の
で
あ
ヮ
て
、
産
業
資
本
あ
る
い
は
社
会

的
観
点
に
と
っ
て
は
生
産
的
労
働
と
は
規
定
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
論
理
的
側
面
か
ら
の
考
察
の
結
論
を
、
前
節
の
歴
史
的
側
面
の
考
察
と
を
対
応
さ
吐
る
し
へ
次
の
如
く
に
た
る
。
第
一
に
、

資
木
が
物
質
的
生
産
分
野
を
征
服
し
た
隆
史
的
発
展
に
対
応
ず
る
も
の
は
、
論
理
進
行

k
b
け
る
「
社
会
的
視
点

l
資
本
一
般
H
H
産
業

資
本
の
観
点
」
白
論
理
段
階
で
あ
る
。
第
二
に
、
資
本
が
物
質
的
生
産
分
野
の
み
た
ら
ず
サ

l
ヴ
ィ
ス
部
面
令
官
帆
服
し
た
歴
史
的
発
展

に
対
町
山
す
る
も
の
は
、
論
坦
的
進
行
に
お
け
る
「
何
々
の
資
本
家
の
観
点
」

l
「
競
争
」

l
「
個
別
資
本
の
観
点
」
で
あ
る
。
歴
史
的
に
も

論
理
的
に
も
、
サ
1
ヴ
ィ
ス
労
働
の
規
定
が
逆
転
し
、
神
秘
化
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
す
た
わ
ち
不
生
産
的
と
い
う
規
定
が
、
生
産
的
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ω
同
日
出
E
F
N
Nミ
同
3
N
N
b
h
z
唱
え
NN52ト
E

O
与

E
U
言、ョロド
E
N
ヨ
一
戸
田
町
日
沼
田
日
印
。
訳
同
民
文
昨
版

制
豊
川
卓
一
一
、
列
上
問
丸
訳
『
マ
ル
ク
ス
U
レ

1

ニ
ン
主
義
国
民
所
得
前
」
四
四
ペ
ー
ジ
υ

川

W

野
々
村
一
惟
「
国
民
所
得
と
叫
土
産
』
昭
和
一
一
一
一
一
一
年
コ
一
八
ベ
ジ
。

ω
山
田
秀
雄
「
止
産
的
労
働
に
つ
い
て
」
「
経
済
堂
刷
冗
』
第
六
巻
第
一
川
ワ
ハ
二
六
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

例
石
井
彰
汰
郎
交
満
生
産
説
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
和
歌
山
大
学
経
前
学
会
『
経
済
県
諭
」
第
一
二
三
日
間
和
一
二
(U
年
九
月
九
一
へ
1
0ノ
。
な

お
同
氏
の
論
文
サ
1
ヴ
ィ
ス
と
生
産
及
び
国
民
所
得
」
「
経
桝
理
論
』
三
三
号
、
つ
一
凹
号
も
問
題
点
の
整
理
に
極
め
て
示
唆
的
で
あ
り
。
注
目
す

ベ
争
論
文
C
あ
る
。

制
中
村
隆
英
「
国
民
一
所
得
訴
の
意
義
と
役
割
」
「
料
情
討
論
』
一
九
一
丸
九
年
一
心
月
り

二
九
四
ペ
ー
ジ

へ

ジ

サ
l

グ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
格

第
九
十
二
巻

ノ、
七

卸
四
fJ

五
七



サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
の
生
出
的
性
柏

第
九
f
一盛

二
六
八

第
凹
け

/コ」

A 

同

w
前
掲
拙
稿
「
」
リ

l
ヴ
f

ス
労
働
と
生
産
的
労
曲
」
幸
問
。

別
問
]
戸
内
日
尚
一
。
E
E
E
E
L
2
同
3NNU
吾、

H
E
N
S
E
P
E
P
-
Q
5
5
N
F
H
W
O同
E
Y
H
U
M品、

ω
ω
山

ω
一
高
木
幸
令
一
郎
監
部
『
経
済
学
批
判
製
鋼
』

第
二
分
間
二
八
四
ペ
ー
ジ
。

川

w
b
E
同
S
V
F札
口
白
戸
田
町
同
一
青
木
文
庫
版
五
七
四
ペ
ー
ジ
。

M
仰
の
芸
誌
号
、

a
p
ω

日
ヨ
一
訳
=
ー
l
六
三
汽
ペ
ー
ジ
。

ω
資
本
一
放
と
蹴
乍
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
金
三
郎
氏
の
極
め
て
優
れ
た
前
文
「
寸
経
済
学
批
判
一
体
系
と
寸
資
本
論
し
」
「
経
済
学
雑
誌
L

第
=
二
番
、

第
五
回
六
日
か
ら
貴
電
な
示
唆
を
受
け
た
。

M
M

遊
尚
久
蔵
教
授
は
、
こ
こ
で
い
う
社
会
的
制
点
と
何
別
資
本
の
観
点
と
を
、
「
社
会
的
資
本
心
制
点
と
何
別
資
本
り
観
点
」
と
把
居
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
こ
の
二
つ
の
観
点
の
聞
係
は
次
の
如
く
辿
解
さ
れ
て
い
る
。
「
、
」
の
場
合
、
問
題
と
な
る
の
け
、
資
木
主
義
的
志
味
で
の
生
産
的
労
働
と
は

い
か
な
る
芯
義
を
有
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
担
比

r
よ
れ
ば
、
乙
れ
は
全
〈
生
産
的
労
働
の
琉
象
川
市
態
、
資
本
主
義
社
会
特
有
心
表
現
形
態

、
、
、
、

の
規
定
に
b
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
そ
れ
は
ま
さ
に
生
産
的
労
働
の
資
本
正
義
的

M
態
規
定
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
い
わ

ば
、
何
々
心
資
本
家
に
と
っ
℃
心
意
味
で
あ
り
、
ま
た
制
h

凸
資
本
家
の
総
和
と

L
て
の
社
全
的
資
玄
家
に
正
つ
て
の
意
味
司
ー
も
あ
る
。
」
(
「
生
直

前
労
働
と
リ

l
ヴ
ィ
ス
」
一
一
ペ
ー
ジ
o
u
一
と
Q

し
た
が
っ
て
社
会
的
資
本
心
観
点
と
何
則
的
資
本
の
観
点
と
の
相
違
は
、
『
資
ホ
諭
」
第
二
部
の

第
一
、
一
一
鮪
と
第
=
簡
と
の
判
具
と
し
E
把
握
さ
れ
て
い
る
(
同
上
論
文
二
一
ペ
ー
ジ
)
。

ム
わ
り
見
解
の
問
題
点
。
第
一
に
、
生
昨
的
労
働
り
資
本
主
義
社
会
特
命
心
祝
定
H
H
照
史
的
規
定
は
、
私
見
む
は
社
会
的
制
問
点

1
資
本
一
般
か
ら
の

規
定
(
リ
不
生
庄
的
)
と
個
別
資
ボ
の
同
点
か
ら
の
規
定
ハ
リ
個
々
の
資
本
家
に
ル
っ
て
生
産
的
)
の
二
つ
に
分
か
れ
、
逆
恒
L
た
規
定
が
あ
た
え

ら
れ
る
。
し
か
る
に
遊
間
教
授
に
お
い
て
は
、
こ
の
医
別
が
な
い
。
二
つ
の
観
点
の
間
に
あ
る
論
理
平
岡
の
相
具
、
資
本
一
般
と
競
争
と
り
相
典
、

本
一
目
と
現
象
と
の
相
異
が
看
過
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
令
一
に
道
部
教
授
の
二
つ
の
観
恨
の
相
違
は
、
社
会
的
資
本
心
観
品
は
個
々
の
資

本
家
り
単
な
る
総
和
と
し
て
同
じ
論
理
平
岡
内
で
把
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
=
こ
で
の
社
主
的
問
点
は
単
な
る
伺
ん
の
資
本
の
総
和
さ
は
な
い
。

無
数
の
州
々
の
資
本
が
競
争
し
て
I
V

る
現
象
か
ら
「
資
本
の
唯
一
の
定
在
株
式
」
で
あ
る
よ
う
な
代
法
的
、
典
捌
的
資
本
を
抽
象
し
、
そ
の
「
一
つ

の
資
本
」
を
分
析
す
お
資
本
一
般
と
し
て
の
論
叫
段
階
を
意
味
す
る
。
第
一
一
に
、
資
本
一
般
の
分
析
は
主
と
し
て
「
資
本
論
』
弟
一
、
二
巻
に
お
い

て
民
聞
き
れ
、
統
や
は
第
三
巻
に
入
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
ゐ
。
第
二
巻
第
三
泊
の
分
析
は
、
「
一
つ
の
資
本
」
を
前
提
と
す
る
資
本



一
般
心
諭
剖
段
階
で
は
却
桝
レ
難
い
凶
が
あ
り
、
同
砲
が
残
る
ょ
っ
に
思
わ
れ
る
。
乙
れ
は
『
経
済
学
批
判
要
制
」
に
ろ
ら
れ
。
研
光
の
涯
肢
段
階

で
は
、
再
生
点
前
の
輪
廓
が
組
め
て
H

訳
然
と
し
て
い
た
の

σ、
そ
の
後
り
川
川
先
の
発
肢
の
結
果
、
当
初
心
資
本
一
故
、
競
争
と
い
う
論
理
的
順
序
が

部
分
的
に
変
更
を
受
け
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
遊
部
批
段
。
「
社
会
的
制
点
」
は
第
二
春
、
第
二
一
篇
を
意
味
す

る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
「
社
会
的
制
尽
」
は
再
生
産
論
を
合
ん
だ
節
て
一
巻
全
体
に
お
け
る
前
浬
水
準
を
中
心
に
し
て
い
る
Q

ω
こ
の
地
転
が
諭
迎
的
発
日
以
の
過
程
に
お
い
て
如
何
に
、
主
に
何
故
に
あ
ら
わ
れ
る
か
の
問
題
は
、
組
め
て
離
し
い
問
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一

而
で
は
フ
五
一
プ
ジ
ズ
ム
心
発
肢
の
刷
出
に
閃
L
‘
仙
聞
で
は
、
本
町
か
ら
批
説
へ
の
諭
迎
発
肢
の
問
題
に
も
関
聯
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
仙
怖
に

よ
る
内
か
ら
の
川
崎
心
決
定
が
、
な
ぜ
に
光
手
と
目
干
の
腕
中
に
よ
る
外
か
ら
の
川
怖
の
形
成
と
な
っ
て
逆
転
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
か
、
労
働
力
む

仙
伯
に
よ
っ
て
決
ま
る
位
全
が
、
な
ぜ
に
労
働
刀
の
需
給
に
よ
っ
て
決
ま
る
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
る
か
等
々
の
問
題
に
も
悶
辿
す
る
間
組
で
、
資
本
一

般
の
判
的
前
週
梢
造
宏
明
か

L
す
る
必
要
で
あ
る
よ
う
に
巴
わ
れ
る
ω

残
さ
れ
た
問
題
点
の
一
つ
で
あ
る
。

ω
]
V
7円
以
内
}
巴
号
、

E
T
Zア
口
戸
田

ωお
青

木

文

陣

取

九

l
凶
三
一
へ

l
ジ
。
な
お
、
社
会
的
観
点
に
お
い
て
生
産
的
と
は
、
剰
余
仰
怖
を
創

治
す
る
労
働
で
あ
る
の
に
対
し
、
側
別
資
本
町
削
札
で
は
、
そ
の
剰
余
伽
怖
を
平
時
利
潤
翠
心
川
市
成
を
泊
じ
て
個
々
の
資
本
家
に
も
た
ら
す
労
働
で

め
る
υ

つ
主
り
伺
々
の
資
本
家
に
利
潤
心
取
得
を
可
能
な
ら
し
め
る
労
働
で

ιる
。
刺
余
川
値
を
創
造
す
る
の
で
は
な
い
。

五

前
節
ま
で
に
、
極
め
て
不
十
分
な
が
ら
、
生
産
的
労
働
の
規
定
に
つ
い
て
の
結
論
の
み
を
示
し
て
き
た
。
こ
の
結
論
に
立
ヮ

τ従
来

の
論
点
の
う
ち
、
主
左
問
題
点
を
吟
味
し
、
批
判
を
加
え
て
お
く
と
と
に
し
よ
う
。

先
ず
第
一
に
『
刺
余
価
値
学
説
史
』
に
治
け
る
サ

I
ヴ
ィ
九
労
働
の
規
定
土
、

『
資
本
論
』
に
治
け
も
規
定
と
矛
盾
し
な
い
か
。
ま

た
同
規
定
の
相
互
関
係
は
い
か
に
理
解
き
れ
る
べ
さ
か
し
L

い
う
問
明
聞
が
あ
る
。
こ
の
『
刺
余
価
値
学
説
由
』
の
規
定
は
、
サ

I
ヴ
ィ
ス

労
働
も
生
降
一
的
労
働
で
あ
る

F
主
張
す
あ
見
解
の
最
も
有
力
友
松
拠
と
な
っ
て
沿
り
、
例
え
ば
、
有
れ
広
己
、
中
村
隆
英
氏
の
『
国
民

所
得
』
な
ど
で
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
己
の
問
題
は
、
副
田
満
輝
氏
臼
枢
め
て
卒
直
た
問
頴
提
起
干
、
遊
部
久
蔵
氏

サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
の
生
時
的
性
格

第
九

l
二
巻

/、
}L 

第
四
号

五

九



リ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
絡

の
優
れ
た
論
文
在
と
、
若
干
の
例
外
を
除
い
で
は
、
多
く
白
論
先
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
、
無
視
、
ま
た
は
看
過
昔
れ
て
い
る
論
点
で

論
九
十
二
巻

七。
第
四
せ

ノ、。

あ
るさ

℃
『
学
説
史
』
に
お
け
る
規
定
は
、
要
す
る
に
生
産
的
労
働
の
歴
史
的
規
定
、
す
た
わ
ち
、
剰
余
何
値
槻
点
か
ら
の
規
定
が
終
始

強
調
さ
れ
て
い
る
o

既
に
引
用
し
た
が
、
例
え
ば
「
資
木
制
的
生
産
の
意
味
で
の
生
産
的
労
働
は
、
賃
労
働
、
と
い
っ
て
も
、
可
変
資

本
部
分
(
労
債
に
投
下
さ
る
資
本
部
分
)
と
交
換
さ
れ
て
、
こ
山
資
本
部
分
(
士
た
は
そ
れ
自
身
の
労
働
能
力
の
価
値
)
を
再
生
産
す
る

ば
か
り
で
友
〈
、
そ
の
ろ
え
資
木
家
の
た
め
の
剰
余
何
値
を
生
産
す
る
賃
労
働
で
あ
九
円
。
」

等
々
と
指
摘
す
る
点
で
あ
る
。
他
方
『
資

本
論
』
の
規
定
と
は
、
既
に
掲
げ
た
「
一
般
的
規
定
」
を
指
し
て
い
る
。
歴
史
的
規
定
と
一
般
的
規
定
と
の
関
連
と
い
う
か
ぎ
り
で
白

問
題
な
ら
ば
、
モ
白
結
論
は
ず
で

K
前
節
ま
で
の
艮
聞
で
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
、

『
学
説
史
』
の
廉
史
的
規
定
が
以
上
の
一
結

雇
傭
さ
れ
、

論
と
矛
盾
な
く
理
解
し
ろ
る
か
否
か
に
か
か
っ

τく
る
。
特
に
、

「
資
本
の
一
利
潤
を
も
た
ら
し
う
る
」
ば
あ
い
に
は
生
産
的
で
あ
る
と
い
う
桁
摘
を
い
か
に
理
解
す
る
か
に
あ
る
。

『
学
説
史
」
に
お
い
て
、
サ

I
ヴ
ィ
ス
労
働
も
、
資
木
家
忙
よ
っ
て

先
ず
l

学
説
史
』
に
お
い
て
は
、
生
産
附
労
働
の
規
定
の
力
点
が
、
労
働
の
自
然
的
形
態
で
は
な
く
、
社
会
的
形
態
に
あ
り
、
資
本

制
生
産
の
意
味
で
の
歴
史
的
規
定
、
剰
余
価
値
観
点
に
あ
る
こ
と
を
注
意
し
た
け
ば
た
ら
な
い
。
そ
の
例
註
と
し
て
、
俳
優
、
ホ
テ
ル

給
任
、
山
市
述
丸
た
ど
の
サ

1
ヴ
ィ
プ
労
働
に
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
サ

1
ヴ
ィ
九
労
働
も
「
資
木
と
交
換
」
さ
れ

「
商
品
を
生
産
す
る
労
酔
」
で
あ
る
か
ぎ
り
生
時
的
で
あ
り
、
労
倒
の
内
容
、
す
な
わ
ち
モ
の
労
働
が
物
質
的
生
産
分
野
の
労
働
で
あ

る
か
、
サ
!
ヴ
ィ
ス
労
働
で
あ
る
か
に
は
「
さ
し
あ
た
り
」
関
係
し
た
い
こ
と
主
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
さ
し
あ
た
り
」
で
あ

る
と
と
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
か
p

例
え
ば
、
『
学
説
由
民
』
の
「
補
遺
」
に
沿
い
て
、
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
が
個
人
目
所
得
の
中
か
ら
単
た

る
貨
幣
と
交
換
さ
れ
る
ば
あ
い
は
生
産
的
で
た
い
こ
と
を
論
じ
「
貨
幣
と
労
働
と
の
世
た
る
交
換
は
、
労
働
を
生
氏
的
労
働
に
転
化
さ



〉

‘
.
‘

.

1

 

せ
な
い
と
い
う
こ
と
、
他
問
、
こ
の
労
働
の
一
内
容
は
さ
し
あ
た
り
乙
う
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
a

こ
れ
は
、
資
本
一
般
の
論
理
段
階
で
あ
る
剰
余
価
値
観
点
か

b
抽
象
的
段
階
で
規
定
す
る
ば
あ
い
は
問
題
は
-
河
川
が
、
実
は
立
入
っ
て
、

よ
り
具
体
的
段
階
で
サ

l
ヴ
ィ
ス
労
働
を
規
定
す
る
ば
あ
い
は
、
労
働
心
内
容
が
凶
係
し
で
く
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
明
ら
か
に
、
資
木
が
生
注
全
体
を
征
服
す
る
の
と
同
じ
程
度
で
、
つ
ま
り
、
あ

b
ゆ
る
商
品
が
直
嬢
的
消
費
の
た
め
に
で
な
〈
取
引

の
た
め
に
生
産
さ
れ
る
の
と
同
じ
程
度
で
、

る
で
あ
ろ

h
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
論
理
的
発
展
の
過
寂
に
沿
い
て
質
料
的
(
H
H
素
材
的
)
同
別
が
登
場
す
る
。
モ
の
結
果
「
生
産

的
労
働
は
、
モ
の
決
定
的
な
特
徴
l

こ
れ
は
労
働
の
内
容
と
は
苦
ん
ぜ
ん
無
関
係
で
あ
り
、
か
か
わ
り
の
な
H
も

ω
で
あ
る
l
i
L
f一

は
呉
な
る
第
二
の
一
同
塊
定
を
受
け
と
る
こ
と
に
な
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
副
川
口
止
は
、
よ
り
具
体
的
段
階
、
す
な
わ
ち
資
本
一
般
で
は
た

-
ま
す
ま
す
生
底
的
労
働
と
不
生
産
的
労
働
と
の
あ
い
だ
の
質
料
的
区
別
が
あ
ら
わ
れ

〈
て
、
競
争
の
段
階
に
b
h
v
て
共
体
的
に
必
要
と
な
る
。

マ
ル
グ
ス
も
「
経
済
学
批
判
要
綱
L

で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
と
ん
な
形
態
で

の
ち
に
出
℃
く
る
諦
観
点
か
ら
は
ど
う
で
も
上
い
こ
と
で
は
な
い
」
心
で
あ
る
。
な

労
働
が
物
質
化
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

刊
せ
な
ら
ば
、
資
木
一
般
に
お
い
亡
は
、
産
業
資
本
山
み
セ
コ
つ
の
資
本
」
と
し
て
前
提
す
る
心
で
、
本
来
な
ら
一
ば
十
l
ヴ
4

ス
労
働
を
問

題
に
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
で
競
争
の
段
階
に
沿
い
て
は
、
伺
別
資
木
の
観
点
か
ら
一
多
数
の
詩
資
木
が
登
場
す

る
。
し
た
が
っ
て
サ

I
ヴ
ィ
ス
労
働
も
立
入
っ
た
規
定
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
「
個
々
の
資
本
家
に
と
ヲ
て
は
直
接
に
生
産
的
で

あ
る
」
と
い
う
規
定
が
苧
b
わ
れ
る
。
し
か
し
社
会
的
間
以
か
ら
は
不
生
産
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
の
し
か
し
、
と
の
こ
井
一
は
分

析
が
具
体
的
に
な
り
、
現
象
的
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
「
汎
象
す
る
」
わ
け
で
あ
り
、
資
本
一
般
り
論
理
段
階
に
沿
い
て
も
、
す
で
に
サ

I
ず
ィ
ス
労
働
は
物
質
的
生
産
分
野
の
労
働
と
具
つ
で
い
る
の
予
あ
る
。
『
学
説
史
』
に
お
い
て
、
サ
1
ヴ
f

A
労
働
が
生
産
的
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
も
、
そ
れ
が
資
木
と
交
換
さ
わ
、
賃
労
倒
で
あ
hv
限
り
に
沿
い
て
物
質
的
生
産
分
野
の
労
働
土
同
じ
で
あ
り
、
生
産
的
と

サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
格

第
九
十
二
巻

一じ

第
四
号

〆、



サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
の
パ
川
産
的
川
口
柿

部
九
十
一
巻

L 

第
四
り

い
わ
れ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
伺
え
白
資
本
家
」
に
と
づ
て
そ
う
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
作
意
深
〈
み
れ
ば
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
に
づ」

い
て
は
「
モ
の
賀
子
ま
た
は
充
加
者
じ
し
ん
に
と
っ

τ生
産
的
で
あ
る
労
働
、
た
と
え
ば
劇
場
経
常
者
に
と
っ
て
の
俳
優
心
労
働

あ
る
い
は
「
こ
う
し
た
教
師
位
、
生
徒
に
た
い
し
て
は
生
産
的
労
働
者
で
な
い
が
、
じ
ぷ
ん
の
企
業
家
に
た
い
し
て
は
生
産
的
労
働
者

で
あ
る
。
」
と
微
妙
な
表
山
引
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
君
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
要
ず
る
に
、
コ
子
説
史
何
一
日
規
定
は
、
資
本
一
般
と
い
う
拙

象
的
た
段
階
で
の
凱
芦
で
あ
る
が
、
す
で
に
と
の
段
階
に
お
い
て
も
、
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
の
特
徴
は
滞
在
的
に
、
あ
る
い
は
顕
在
的
に
一
一
小

古
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
サ

l
グ
ィ
ス
労
働
が
生
産
的
と
い
わ
れ
る
ば
あ
い
も
、
条
件
付
で
あ
る
こ
と
を
汗
青
山
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

他
方
、
以
よ
め
よ
う
に
「
剰
余
価
値
学
説
史
』
の
規
定
が
資
木
一
般
の
論
理
段
階
で
あ
る
こ
と
を
経
済
学
批
判
休
系
プ
ヲ

γ
の
側
面

か
b
考
証
し
て
み
羽
け
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

『
刺
余
価
値
学
説
史
い
が
、
資
本
一
般

1
す
な
わ
ち
産
業
資
本
の
論
陣
段
附
で
あ
る
こ

と
は
一
八
六
三
年
の
一
月
に
書
い
た
と
い
わ
れ
る
「
資
本
論
斜
一
部
お
よ
び
第
一
一
一
部
の
草
案
」
に
沿
い
て
訪
う
こ
と
が
で
告
る
。
向
車

家
に
沿
い
で
「
生
産
的
お
よ
び
不
生
産
的
労
働
に
か
ん
す
る
詩
学
説
」
は
、
寸
資
本
論
U

の
第
一
筋
「
資
本
の
生
産
過
枠
』
の
末
毘
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
第
一
篇
は
現
行
『
資
本
論
」
第
一
巻
に
対
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
一
に
、
そ
必
少
し
前
、

g
 

年
頃
か
ら
六
二
年
頃
げ
か
け
て
構
想
さ
れ
ず
い
止
と
い
わ
れ
る
「
経
済
学
批
判
」
プ
ラ

γ
に
沿
い
て
も
鋭
う
こ

F
が
で
き
る
。
同
プ
ラ

一
八
五
八

ソ
で
は
資
本
一
般
が
三
づ
に
分
か
れ
、

一
、
資
本
心
生
協
阻
過
在

二
、
資
本
の
流
通
過
府

、
両
者
心
統
一
、
ま
た
は
資
本
と
利
潤
、

と
な
り
、
ほ
ぼ
流
行
資
本
論
臼
込
」
別
げ
照
応
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
剰
余
価
値
学
説
史
は
、

一
、
資
本
の
生
産
過
程
、
の
末
尾
に
件

宣
さ
れ
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
現
行
資
本
論
第
一
巻
げ
予
定
さ
れ
て
い
た
に
と
が
窺
え
る
わ
け
で
あ
る
。
後
に
こ
心
ブ
ラ
ソ
は
仰
れ
も

若
干
の
変
更
を
受
け
た
と
忠
わ
れ
る
が
、
当
時
マ
ル
ク
ス
が
、
『
刺
余
価
値
学
説
史
』
に
お
い
て
生
産
的
労
働
を
論
じ
た
際
に
、
キ
の
論

市
町
段
附
が
、
資
本
一
般
H
H
民
業
資
木
心
観
点
H
H
直
旋
的
生
産
過
型
心
平
間
に
あ
っ
た
こ
と
を
鋭
、
つ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、



『
学
説
史
』
の
補
遣
に
沿
い
て
、
生
産
的
労
働
士
詳
細
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
の
桁
び
の
一
旬
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
モ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
、
次
の
如
く
結
ん
で
い
る
。
「
h

日
々
は
こ
こ
で
は
、
士
だ
生
産
的
資
本
、
ナ
な
わ
ち
、
直
接
的
生
産
過
程
で

就
業
ず
る
資
本
だ
け
を
取
扱
う
ベ
さ
で
あ
る
。
流
通
過
程
に
あ
け
る
資
本
は
後
段
に
ゆ
ず
る
。
ま
た
商
業
資
本
に
よ
っ
て
就
業
さ
せ

b

れ
る
労
働
者
が
ど
こ
土
で
生
産
的
で
あ
る
か
不
生
産
的
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
の
ち
に
商
業
資
本
と
し
て
と
あ
特
殊
的
形
態
の
と

n

n

 

己
ろ
で
初
出
り

τ解
符
占
れ
う
る
」
と
。

辰
も
決
定
的
た
引
証
は
、

以
k 

一
剰
余
価
値
学
説
史
い
の
規
定
は
、
資
本
一
般
と
い
う
抽
象
的
た
諭
叫
段
附
の
凱
定
で
あ
り
、
他
方
『
資
木
論
L

に
あ
け
る

規
定
は
、
労
働
過
程
一
般
と
い
う
最
も
本
源
的
規
定
を
含
め
つ
つ
、
抽
象
的
段
階
か

b
具
体
的
段
階
ま
で
の
規
定
を
上
向
法
に
モ
っ
て

展
開
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
ヲ
て
、

『
学
説
史
t

の
規
定
は
、
詳
細
に
与
れ
ば
前
節
ま
で
の
結
論
と
は
何
ら
，
f
屑
吐
ず
、
方
法
的
に

区
別
し
て
位
世
ず
け
す
る
と
と
に
よ
り
統
一
的
理
解
が
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
論
一
証
し
よ
う
と
試
み
た
。

川W

有
れ
広
己
、
中
村
隆
央
寸
国
民
所
得
」
昭
和
一
口
利
一
一
一
門
ベ

l
ジ。

ω
副
旧
満
州
「
升
産
的
労
働
と
不
日
産
的
労
働
」
弓
経
済
学
研
究
」
第
一
-
一
巻
第
川
号
六
ペ
ー
ジ
以
ト
。

川W

遊
部
久
蔵
「
也
市
肌
的
引
倒
と
サ
i
ヴ
ィ
ス
労
働
」
一
一
一
一
山
芋
会
制
品
』
第
五
口
巻
第
一
ニ
ガ
七
ベ

I
ジ
。
引
用
す
れ
ば
。
「
外
見
的
に
は

一
資
本
論
」
(
第
一
部
、
第
三
席
、
第
五
予
第
一
郎
)
の
本
源
的
説
定
と
『
剰
余
価
値
学
説
史
」
第
一
巻
の
限
史
的
規
定
と
の
問
に
は
矛
盾
が
存

す
る
と
考
へ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
て
く
ゐ
ω

三
心
外
品
川
引
矛
盾
に
つ
い
て
材
組
的
に
解
明
ナ
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
さ
き
の
マ
ル
ク
ス
む
ス
ミ
ス
岬

釈
を
採
用
し
て
非
物
官
的
生
産
に
従
事
す
る
労
働
の
(
伺
怖
)
山
時
的
労
働
者
へ
の
転
化
ー
と
い
う
主
張
を
十
九
八
T

に
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
。
」
と
。

川
刊
司
、
C
2
3
喜一
H

m

H

H

印
』
長
谷
部
文
雄
訳
「
剰
余
州
値
学
説
史
』
車
門
木
出
荷
阪

同
志
村
弘
∞
-
M

白

沢

二

三

0
ペ
ー
ジ
。

ω
を
丸
一
山

]
N
O

訳
二
一
七
ペ
ー
ジ
。

第
一
分
冊

二
心
九
ペ
ー
ジ
。

引ッ

I

杓
ソ
ィ
ス
引
働
の
生
球
的
性
特

第
九
十
二
巻

一七

泊
四
号

/、



サ
ー
グ
ィ
ス
労
働
り
生
底
的
性
崎

第
九
十
二
巻

七
V-~I 

第
四
手

/、
凹

の
み
位
、
出
】
出
回
訳
一
一
八
ペ
ー
ジ
。

例
。
弘
、
同
日
日
日
訳
五
一
八
七
ペ
ー
ジ
。

仙

W

S
匙
}
出
ロ
∞
訳
二
三
九
ペ
ー
ジ
。

同
判
井
回
世
久
治
氏
は
「
剰
ホ
価
値
学
説
史
』
に
お
い

τ
「
教
育
工
場
。
例
で
サ

1
グ
ィ
ス
労
働
を
論
じ
て
い
る
点
主
「
こ
の
乙
と
か
ら
資
本
制
生
産

の
体
制
内
に
お
け
る
生
直
前
労
幽
に
つ
い
て
の
全
面
的
研
究
が
こ
の
個
所
で
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
僻
さ
れ
C
い
る
。
こ

の
点
は
同
感
で
あ
る
。
し
か
し
、
ち
な
み
に
社
会
的
観
点
に
つ
い
て
山
氏
の
批
判
に
は
問
起
点
が
少
く
な
い
。
(
井
田
喜
久
治
「
運
輸
費
に
つ
い
て
」

i
流
且
裂
の
研
究
(
二
)
『
立
教
経
済
学
研
究
」
第
一
五
巻
、
第
二
号
、
昭
和
三
六
年
」
凡
、
一
九
六
べ
l
ジ
以
下
n

)

ω
こ
の
「
さ
し
あ
た
り
」

N
ロロ

rr且
に
疑
問
を
捉
出
さ
れ

τい
る
鋭
い
指
摘
は
副
出
袖
師
教
授
の
論
文
(
「
生
法
制
労
倒
と
不
生
注
的
労
働
」
『
経

済
学
刷
出
い
捕
二
一
巻
、
第
閉
庁
ニ
心
ペ

l
ジ
。
)
に
お
い
己
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
教
授
の
「
さ
L
あ
た
り
」
の
斑
解
は
不
レ
分
で
あ
る
。
教

授
は
、
刺
岳
価
他
制
点
か
ら
の
雁
史
的
規
定
を
「
さ
し
あ
た
り
」
お
こ
な
い
。
モ
の
後
に
「
第
二
の
副
次
的
規
定
」
が
草
場
し
、
そ
れ
は
、
「
一
娘

的
規
定
」
で
あ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
規
定
が
後
に
、
す
な
わ

b
上
内
法
白
過
程
に
お
い

τあ
ら
わ
れ
る
ば
あ
い

は
、
産
業
資
本
の
飢
点

1
社
会
的
観
的
か
ら
は
サ

I
ヴ

f
λ

労
働
は
不
生
産
的
労
働
で
あ
る
と
す
る
批
判
の
制
古
と
し
て
登
場
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
資
本
「
般
の
段
附
で
り
規
定
、
す
な
わ
ち
剰
余
価
値
を
生
む
労
働
が
生
産
的
で
あ
る
と
い
う
規
定
を
批
判
す
る
基
礎
と
し
て
「
労
働
の
内

容
」
の
問
題

1
一
般
的
甥
定
」
が
立
場
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
源
的
な
意
味
で
の
一
般
的
規
定
が
そ
白
ま
ま
あ
ら
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

い
定
、
経
済
学
の
方
法
で
あ
る
と
向
法
の
過
剰
に
お
い
て
、
「
一
披
的
規
定
」
右
位
置
づ
け
る
と
、
改
の
如
く
な
る
の
C
は
あ
る
一
ま
い
か
。

第
一
段
階

(
U最
も
抽
象
的
、
本
質
的
な
段
階
〕
に
お
い
て
「
一
般
的
規
定
」
が
あ
ら
わ
れ
る

c
Q資
本

論

』

第

一

巻

節

三

篇

第

五

辛

鮪

節
に
お
い
て
み
ら
れ
る
)
郎
二
段
階
、
資
本
一
般
の
前
理
段
階
に
お
い
て
、
障
史
的
U
剰
余
価
値
観
点
か
ら
の
規
定
、
(
主
と
し
て
「
剰
舟
価
値

学
説
史
い
に
お
い
亡
み
ら
れ
る
且
定
』
)
第
今
一
一
段
階
、
競
争
論
の
論
四
日
段
階
に
お
い
て
、
物
質
的
生
産
分
野
の
労
働
H
産
業
資
本
の
下
で
の
労
働
と

サ

l
ヴ

f

ス
労
働
が
「
労
働
の
内
詐
」
に
お
い
て
具
り
、
サ
ー
グ
ィ
ス
労
働
は
、
個
々
の
資
本
家
。
問
点
に
お
い
℃
の
み
生
産
的
で
あ
り
、
社
会
的

関
長
か
ら
は
生
産
的
で
な
い
〉
い
ラ
批
判
の
基
礎
を
あ
た
え
る
も
坦
左
上
て
登
場
す
る
。
(
こ
こ
で
帆
て
く
る
一
般
的
規
定
は
、
第
一
段
附
の

ωロ

E
u
r
な
一
般
的
悦
定
と
は
具
り
、
自
己

E
E同
自
の
げ
な
制
定
で
あ
る
e

)

ω

H

P
き
3
室
、
印

-
g
y
訳
五
九
二
ペ
ー
ジ
。



M

W

E

札
礼
、
岡
山

H
M
砕
訳
二
一
二
ペ
ー
ジ
。

同
志
氏
、
円
凶

ua
訳

六

0
0ペ
ー
ジ
。

同
「
投
者
は
芝
居
を
生
時
す
る
か
ぎ
り
で
は
な
く
、
彼
ら
心
配
主
の
富
を
増
加
さ
せ
る
か
ぎ
り
で
生
産
的
労
働
者
で
あ
る
。
と
ト
ろ
が
、
ど
ん
な
腫

摘
の
労
働
が
お
ζ

な
わ
れ
る
か
、
つ
ま
り

E
ん
な
形
態
で
労
働
が
物
質
化
さ
れ
る
か
〉
い
う
こ
と
は
、
こ
の
関
係
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
ど
う
で
も

よ
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
。
ち
に
出
て
く
る
請
観
点
か
ら
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い
a
」
足

b2-
日
差
是
3
白
T
印

旧

民

訳

描

二
分
冊
、
二
四
九
ペ
ー
ジ
)
。

M

W

U
ヨ
2
3
2
}
同
出

H
M
山
訳
二
三
九
ペ
ー
ジ
。

肋

聖

子

同

印

日

記

訳

六

心

一

ペ

ー

ジ

。

M
W
N
E
F
H
-

∞
ωゴ
訳

六

O
五
ペ
ー
ジ
。

伺
吋
宮
ミ
NGF
岡
山
〈
同
訳
ニ
ベ
l
ジ
白

帥
ち
な
み
に
『
剰
余
側
値
学
説
史
』
が
資
木
諭
の
枠
外
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
一
八
六
五
年
七
月
三
十
一
日
附
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
手
紙
に
一
川
さ

れ
て
い
る
。

帥

B
P
2
3
2】
岡
山

ω
ヨ

訳

六

O
四
ベ
ジ
ロ

同
「
商
業
貸
与
に
よ
っ
て
就
業
さ
せ
ら
れ
る
労
働
者
が
ど
こ
ま
で
牛
度
的
で
あ
る
か
一
小
生
産
的
で
あ
る
か
と
い
う
同
組
」
は
、
さ
し
あ
た
り
乳
引

『
資
本
論
』
一
で
二
つ
の
論
点
が
思
い
あ
た
る
。
一
つ
は
、
第
三
巻
第
四
篇
「
商
人
質
木
」
に
お
い
て
、
「
商
業
資
本
の
買
う
向
業
的
労
働
も
も
商
業

資
本
に
と
っ
て
は
出
楼
に
生
産
的
で
あ
る
。
」
(
口

E
同
4
F
Nア
ロ
門
出

ωお
育
木
文
庫
版
九
四
三
一
ベ

1
0
)
と
指
摘
し
た
点
。
こ
れ
は
腕
争

論
の
段
階
に
お
い
て
「
個
々
の
資
本
家
に
と
っ
て
」
の
み
生
直
的
で
あ
る
こ
と
を
副
規
定
と
の
統
一
に
よ
っ
て
一
目
し
た
こ
と
に
な
る
。
第
二
は
、
第

二
巻
、
第
六
章
「
流
通
費
」
に
お
い
て
、
運
送
費
、
保
官
抗
と
純
粋
な
流
通
過
伐
と
が
分
け
ら
れ
、
一
刑
者
心
労
働
は
商
品
心
価
値
に
入
り
込
む
か
、

純
粋
な
流
通
貨
は
州
値
に
入
り
こ
ま
な
い
こ
と
、
ま
た
保
管
貨
の
ば
ら
い
も
、
資
本
制
社
主
心
み
な
ら
ず
何
れ
り
社
会
形
態
に
も
必
要
な
在
荷
形
成

の
ば
あ
い
の
保
管
労
働
は
商
品
の
価
値
に
入
り
こ
む
か
、
投
悦
な
ど
り
よ
う
に
資
本
側
社
会
に
特
有
な
花
荷
形
成
の
ば
あ
い
白
保
管
労
働
は
向
叩
の

価
値
に
入
り
一
」
ま
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
点
。
こ
れ
は
労
働
過
程
一
般
白
超
歴
史
的
、
超
体
制
的
規
定
が
資
本
制
社
会
の
労
働
の
性
一
慣
を
規
定
す
る

事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ω

と
も
あ
れ
以
上
二
つ
む
う
ち
、
何
れ
が
『
学
説
見
』
の
留
時
間
出
の
解
答
に
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
誕
聞
が
伐
る
。

サ

l
ヴ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
格

第
九
十
二
巻

七
五

第
四
号

六
五



サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
格

第
九
十
一
巻

二
七
六

第
四
号

六
六

な
お
マ
ル
ク
ス
の
商
業
資
本
の
研
究
は
、

J
l
ト
第
一
方
冊
目
か
ら
第
一
八
冊
目
ま
で
に
か
け
て
お
こ
な
い
。
第
一
八
冊
円
か
ら
再
び
学
説
史
の
研

究
に
入
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
(
叶
宮
ミ
ζ
F
H
H
H

印
官
。
参
照
)
立
入
っ
た
考
証
を
必
要
と
す
る
問
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

....... 
J、

さ
ら
に
、
サ
1
ヴ
ィ
ス
労
働
を
生
産
的
労
働
に
含
め
る
根
拠
に
、
サ

l
ヴ
ィ
只
部
門
が
資
本
主
義

ω
発
展
と
と
も
に
次
第
に
資
本
主

義
企
業
化
し
、
し
か
も
ま
す
ま
す
膨
脹
し
て
〈
る
と
い
う
論
拠
を
あ
げ
る
見
解
が
あ
る
。
づ
ま
り
『
剰
余
価
値
目
一
寸
説
史
』
に
治
い
て
一
、

「
当
時
の
資
本
制
的
サ

I
ず
ィ
ユ
生
産
が
資
本
制
的
生
産
全
体
日
中
で
僅

か
友
割
合
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か

b
、
分
析
の
簡
明
を
も
と
め
て
便
宜
上
捨
象
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
た
か
ろ
う
か
」
と
い

ル
ク
ペ
か
サ

l
ヴ
ィ
只
労
働
を
分
析
か
ら
除
外
し
た
日
は
、

う
有
沢
、
中
村
両
氏
の
見
解
が
そ
の
+
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
り
見
解
は
次
の
点
で
問
題
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

マ
ル
グ
ス
の

「
と
る
に
足
り
な
い
」
程
に
僅
か
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
論
理
的
分
析
に
お
い
て
は
、
物
質
的
生
産
分
野
の
み
な

先
ず
第
一
に
、

『
剰
余
価
値
学
説
史
』

の
執
筆
当
時
、

一
八
六

0
年
代
に
サ

1
ヴ
ィ
ス
生
産
の
資
本
主
義
企
業
化
が

L
ず
全
分
野
が
資
本
主
義
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
事
実
『
資
本
論
』
は
そ
の
よ
う
な
資
本
主
義
社

会
を
前
提
と
し
て
、
分
析
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
当
時
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
生
産
の
資
本
主
義
企
業
化
が
遅
れ
て
い

る
と
い
う
理
由
で
、
論
理
的
分
析
に
お
い
て
「
便
宜
上
L

捨
象
さ
れ
る
も
白
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『
晶
子
説
史
』
に
お
い
て
サ
1
ヴ
ィ

ス
労
働
の
言
及
が
少
い
の
は
、
古
典
派
批
判
を
直
接
の
問
題
と
し
た
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
そ
の

論
埠
的
抽
象
水
準
が
…
{
旦
向
い
た
め
で
あ
り
、
資
本
一
般
の
論
理
段
階
を
想
定
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

『
学
説
史
』
に
治
い
て
も
マ
ル

グ
ス
は
「
資
本
制
的
生
産
臼
本
質
的
諸
関
係
の
考
察
に
際
し
て
は
、
商
品
世
界
全
体
、
物
質
的
生
産
1

|
物
質
的
富
の
生
産
ー
ー
の
す



。
へ
亡
の
部
面
が
、
資
本
別
生
産
様
式
に
(
形
式
的
ま
た
は
現
実
的
に
)
征
服
さ
れ
て
い
る
も

ω
と
組
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
述

へ
亡
川
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
。
資
本
主
義
が
発
艮
す
る
に
つ
れ
て
サ
l
ヴ
ィ
ス
生
産
の
資
本
主
義
企
業
化
、
か
進
展
し
、
膨
脹
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
己
の
事
実
か

b
、
直
ち
に
「
国
民
所
得
に
す

l
ヴ
ィ
ス
を
ふ
く
め
か
」
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い
。

7t
心
論
拠
は
、
十
で
に
示
し
た

よ
う
に
、
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
の
資
本
主
義
的
資
労
倒
化
は
、
す
で
に
諭
迎
的
分
析
に
お
い
て
完
成
さ
れ

τ
い
る
も
の
と
前
提
吉
れ
う
る

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
生
産
的
労
働

ω
「
第
二
の
川
次
的
規
定
」
す
な
わ
ち
質
料
的

(
H
H
素
材
的
)
区
別
は
、
サ
l
ヴ
ィ
ス
部
門
心
資

本
主
義
企
業
化
の
比
重
と
は
関
係
の
な
い
問
題
で
あ
り
、
論
理
的
上
向
心
過
程
に
お
い
亡
必
要
と
な
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
抽
象
か
ら

具
体
へ
の
論
理
的
発
展
は
、
モ
の
背
後
に
牒
史
的
発
展
を
内
臓
し
、
前
提
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
む
し
ろ
、
資
本
工
義
企
業
化
が
、

物
質
的
生
産
牙
野
臼
み
な
ら
次
第
に
サ
l
ヴ
ィ
ス
分
野
に
も
惨
透
し

τく
る
と
い
う
慌
史
的
発
展
が
、
論
理
的
発
展
と
照
応
し
、
論
理

的
件
直
叫
聞
に
お
け
る
生
産
的
労
働
白
「
副
次
的
規
定
」
を
要
請
す
る
も
の
と
併
す
べ
き
で
は
な
か
み
う
か
。
第
三
区
、
作

1
ヴ
ィ
ス
生
産

の
資
本
主
義
企
業
が
量
的
に
増
大
し
、
日
乞
の
是
的
発
肢
が
サ

I
ヴ
ィ
ス
労
働

ω
本
性
心
質
的
変
化
を
も
た
ら
し
、
資
本
主
義
の
独
占
段

階
で
は
、
生
産
的
労
働
心
規
定
を
受
け
る
と
い
ろ
見
解
を
か

D
に
泊
め
る
と
し
て
も
、
そ
の
様
拠
が
明
河
口
か
で
み
な
い
。
崖
業
資
本
段
階

に
不
生
産
的
で
あ
っ
た
労
働
が
な
ぜ
に
生
産
的
に
伝
化
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
サ

l
ヴ
ィ
ス
労
働
の
賃
労
働
化
の
発
展
が
、
歴
史
的
事

突
で
あ
る
と
し
て
も
、
り
こ
れ
は
諭
盟
的
根
拠
と
は
別
個
の
も

ω
で
あ
る
。
論
理
的
理
由
が
問
題
と
し
て
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
生
産
的
労
働
と
国
民
所
得
論
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
禁
し
よ
う
。
右
の
諸
U
A
解
は
、
何
れ
も
サ

I
ヴ
ィ
ス
部
門
の
膨
脹
の
結

果
モ
れ
を
閏
民
所
得
に
算
入
す
る
と
と
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
を
無
視
し
て
は
「
同
氏
経
済
白
全
凶
的
犯
握
は
不
可
能
で
あ
か
」
と
主

張
ず
る
。
そ
も
そ
も
サ
l
ヴ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
格
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
モ
れ
を
国
民
所
得
に
含
ま
し
め
る
べ
き
か
何
か
と
い
う
同

サ
l

グ
ィ
ヌ
労
働
の
生
産
的
性
格

第
九
十
二
巻

じ
』

第
凶
号

ノ、
寸コ



サ
ー
ヴ
ィ
久
労
働
の
生
産
的
性
格

第
九
寸
一
巻

じ
ノ¥

第
四
号

ノ、
/、

題
を
契
機
と
し
て
燃
焼
し
て
斉
一
た
こ
と
は
用
知
的
前
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
い
っ
て
、
従
来
の
論
議
に
は
二
つ
の
問
題
の
混

清
が
み
ら
れ
る
、

一
つ
の
問
頴
は
、
サ

l
ず
ィ
ス
折
酬
が
国
民
斯
桐
刊
を
生
む
か
万
円
か
、
す
な
わ
ち
牛
院
的
労
働
で
あ
る
か
有
か
と
い
う

経
済
学
的
た
性
格
規
定
の
問
閣
で
あ
り
、
他
の
問
魁
竹
山
、
国
民
所
得
の
算
定
に
あ
た
っ
て
サ

1
ヴ
ィ
ス
部
門
の
所
持
を
含
め
る
べ
き
か

否
か
と
い
ろ
計
算
技
術
的
所
問
題
で
あ
る
。
両
者
は
区
別
さ
れ
φ

泣
け
れ
ば
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
一
の
経
済
学
的
た
性
格
規
定
的
問
阻
と
し
て
は
、
サ
l
ヴ
ィ
見
労
働
は
不
生
庭
的
対
働
k
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
サ
l
ヴ
ィ

ス
労
働
は
使
用
価
値
も
川
似
も
生
ま
た
い
。

L
た
が
っ

f
相
会
的
観
点
か
ら
は
不
生
産
的
で
あ
り
、
閏
民
所
得
を
創
造
し
な
い
。
第
二

の
計
算
技
術
的
た
問
題
と
し
て
は
、
同
氏
所
得
の
計
算

rあ
た
っ
て
は
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
部
門
の
所
得
を
も
算
入
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
の
町
一
由
は
サ
1
ヴ
ィ
ス
労
働
JX
生
産
的
労
働
と
規
定
す
る
か

b
で
は
な
い
。
論
拠
を
端
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
経
済
的
性
格

規
定
の
問
題
と
技
術
約
問
題
と
は
抽
象
段
階
が
異
な
る
か
ら
f

で
あ
る
。

本
来
、

国
民
所
得
を
生
み
出
す
労
働
は
、

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
労
働
で
あ
り
、

そ
れ
は
物
質
的
財
貨
を
生
産
す
る
労
働
で
あ

る
。
そ
の
年
々
の
新
し
い
価
値
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
賃
金
部
分
で
あ
る
労
働
力
の
価
値
と
剰
余
価
値
に
分
け
ら
れ
る
。
す
友
わ
ち

v

十

m
が
新
し
い
何
値
で
あ
り
こ
れ
が
国
民
所
得
を
形
成
す
る
。
以
上

ω
こ
と
が
産
業
資
本
の
観
点

1
社
会
的
観
点
H

資
本
一
般
の
段
階

で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
の
段
階
の
規
定
は
「
資
木
論
」
に
お
い
て
は
、
第
一
巻
、
第
二
巻
に
お
い

τ分
析
さ
れ
、
そ
の

総
括
と
し
て
、
第
二
巻
の
最
後
に
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
過
程
と
し
て
展
開
さ
れ

τ
い
る
。

v

l
ニ
ソ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
町
、

同
民
所
得
が
科
会
的
総
資
本
心
再
生
産
過
程
と
切
り
離
し
て
押
解
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
一
は
、
こ
の
抽
象
水
準
に
ム
お
い
て
、
そ
の
本

質
が
最
も
明
確
に
把
握
さ
れ
る
か
ら
-
で
あ
る
c

し
か
し
、
こ
れ
は
極
め
て
抽
象
的
段
階
に
沿
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
資
本
論
第
三
巻
の

抽
象
段
階
に
お
い
て
は
、
剰
余
価
値
が
利
潤
と
地
代
に
転
化
す
る
。

マ
ル
ク
ス
日
く
。

「
国
民
所
得
は
労
賃
ザ
ラ
ス
利
潤
プ
ラ
ス
地
代



か
ら
、

つ
ま
り
総
収
入
か

b
成
り
立
つ
c

と
は
い
え
、
こ
れ
も
抽
象
で
あ
仇
1
i
l
L
と
。
さ
ら
に
抽
象
段
階
が
現
象
的
な
も
の
へ
、
具

体
的
な
も
の
へ
と
進
む
と
物
質
的
生
障
を
治
こ
た
う
労
働
に
工
っ
て
産
業
資
木
の
下
で
生
み
出
さ
れ
た
価
値
は
、
産
業
資
本
以
外
の
種

々
な
資
本
家
、
ま
た
労
働
者
へ
と
再
配
分
さ
れ
て
ゆ
く
日
で
あ
る
。
と
の
よ
う
た
再
配
分
の
結
果
が
、
長
も
経
験
的
左
現
象
そ
の
も
の

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
現
象
を
経
験
的
対
象
と
し
て
知
覚
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
モ
の
現
象
か

b
国
民
所
得
を
計

算
す
る
統
計
技
術
的
問
題
が
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
し
に
が
っ
て
、
国
民
所
得
の
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
産
業
資
木
白
利
潤
の
み
た

b

ず
、
各
分
野
白
資
本
、
例
え
ば
尚
業
資
本
、
銀
行
資
本
等
々
の
、
サ

l
ヴ
ィ

λ

部
門
の
資
本
の
利
潤
、
ま
た
そ
の
部
門
白
労
働
者
の
賃

金
も
算
入
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
サ

l
ヴ
ィ

λ

労
働
の
所
得
は
、
何
れ
も
モ
の
産
業
資
本
の
下
に
生
産
的
労
働
に
主
っ

て
注
み
出
さ
れ
た
所
得
の
派
生
形
態
で
あ
れ
J

、
転
化
形
態
で
あ
り
現
象
形
態
で
あ
る
か

b
で
あ
る
。
コ
ツ
イ
オ
レ

1
ク
が
主
践
す
る
よ

う
に
、
生
産
的
労
働
が
生
む
本
源
的
所
得
と
そ
の
再
分
配
の
結
果
た
る
派
生
的
所
符
と
は
百
円
別
さ
れ
な
け
れ
ば

t
bた
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る

川

w
i旬
沢
広
巳
・
中
村
隆
英
「
国
民
所
得
』
昭
和
一
二
の
一
年
三
六
ペ
ー
ジ
。
な
お
松
原
附
氏
は
、
こ
の
見
解
を
「
主
要
な
指
摘
で
あ
る
L

t

と
同
調
さ
れ
て

い
る
。
(
松
原
附
「
Y

ル
グ
ス
経
済
学
の
問
問
所
得
L

乙
賃
制
」
『
早
稲
同
市
学
』
第
二
ニ
七
号
円
一
ミ
ー
リ
ー

川

W
M
C
V
2
3
ミ
f

H

m
日
立
長
谷
部
主
雌
訳
青
木
村
陪
版
一
六

O
一
ペ
ー
ジ
。

川
W

札
守
主
哩
円
印
日
訴
訟
一
六

0
0
ペ
ー
ジ
P

付
森
下
二
次
也
「
同
氏
所
得
と
生
産
的
労
働
」
「
杭
済
評
論
」
同
和
一
一
阿
年
三
月
号
一
九
ペ
ー
ジ
。

ω
有
沢
・
中
村
前
掲
忠
三
六
へ
1
ジ。

仰

向

上

告

ゴ

穴

べ

1
ジ。

mw

レ

l
ニ
γ

〔
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
木
主
哉
の
発

ιL
真
理
社
版
、
上
、
人
二
へ
1

ジ。

納
金
子
ハ
ル
オ
氏
は
そ
の
注
目
す
べ
き
労
作
の
中
で
社
会
的
再
生
産
む
田
地
と
の
結
合
を
強
制
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
同
感
で
き
る
が
、
ハ
リ
ツ

サ
ー
ヴ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
判
栴

第
九
十
二
巻

七
九

第
四
月

六
九



サ
ー
グ
ィ
ス
労
働
の
生
産
的
性
格

第
九
十
二
省

ノk
lつ

第
四
号

じ
() 

ェ
フ
、
野
々
村
教
授
山
同
教
授
な
ど
の
見
解
を
批
判
さ
れ
て
い
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